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InstagramでInstagramで
市の魅力を発信中！市の魅力を発信中！

特集特集

どんな動物？？ 雲南市にすむニホンザルどんな動物？？ 雲南市にすむニホンザル
今月の表紙：「プレミアムつや姫たたら今月の表紙：「プレミアムつや姫たたら焰焰

ほむらまいほむらまい

米米」検査式（ＪＡしまね雲南地区本部大東農業倉庫）」検査式（ＪＡしまね雲南地区本部大東農業倉庫）
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サルに食べ散らかされた柚子サルに食べ散らかされた柚子

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
植
物
食
傾
向
の
強
い
雑
食
性
の
動
物
で
、

本
来
で
あ
れ
ば
山
の
中
で
木
の
実
な
ど
を
食
べ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、人
里
の
果
樹
（
栗
や
柿
、柚
子
な
ど
）

が
収
穫
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
農
作
物
が
適
切

に
管
理
さ
れ
ず
に
食
べ
放
題
に
な
っ
て
い
る
と
、
そ
の
味
を

覚
え
て
果
樹
や
農
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
人
里
に
頻
繁
に
出
没

す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
間
が
食
べ
て
お
い
し

い
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
た
果
実
や
、
畑
に
あ
る
野
菜
な
ど

は
サ
ル
に
と
っ
て
も
お
い
し
く
、
自
然
に
あ
る
木
の
実
よ
り

も
は
る
か
に
栄
養
価
が
高
い
魅
力
的
な
エ
サ
で
す
。
ま
た
、

果
樹
や
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
田
畑
は
、「
簡
単
に
」、

「
一
度
に
大
量
に
」
エ
サ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
も
野
生
動
物
な
の
で
、
も
と
も
と
は
警
戒
心

が
強
い
生
き
物
で
す
が
、「
人
間
の
生
活
圏
近
く
で
お
い
し

い
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
た
」
と
い
う
成
功
体
験
を
繰
り
返
す
う

ち
に
警
戒
心
が
薄
れ
、
人
間
を
見
て
も
逃
げ
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
人
里
を
「
安
心
し
て
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
る
場
所
」

に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

02
サ
ル
は
な
ぜ
人
の
生
活
圏
に

姿
を
現
す
の
？サルに食べられたミカンサルに食べられたミカン

柿を食べるサル柿を食べるサル

　
こ
の
３
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
実
行
す
る
こ
と
が
被
害
を
減

ら
す
近
道
で
す
。

　
捕
獲
や
駆
除
は
資
格
や
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
作

物
が
あ
る
場
合
は
し
っ
か
り
と
囲
う
、
敷
地
の
草
刈
り
を
こ

ま
め
に
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
で
で
き
る
事
も
あ
り

ま
す
。
サ
ル
は
日
中
に
活
動
す
る
動
物
で
す
の
で
、
追
い
払

い
も
効
果
的
で
す
。
追
い
払
い
に
慣
れ
て
く
る
個
体
も
い
ま

す
が
、「
し
つ
こ
く
・
見
か
け
た
ら
必
ず
」
追
い
払
を
行
う

①
侵
入
防
止
対
策

　柵
を
設
置
す
る

③�

捕
獲
・
駆
除

　加
害
個
体
を
取
り
除
く

②�

生
息
環
境
管
理

　�放
置
さ
れ
た
果
樹
の
撤
去
、
藪

な
ど
の
隠
れ
場
を
な
く
す
、
追

い
払
い
を
す
る

03
日
常
で
で
き
る
サ
ル
被
害
対
策

　
サ
ル
に
限
ら
ず
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
基
本
は
大
き
く

分
け
て
３
つ
あ
り
「
３
本
柱
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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どんな どんな 動物 動物 ????
雲南市にすむ雲南市にすむ  ニホンザルニホンザル
どんどんなな  動物 動物 ????
雲南市にすむ雲南市にすむ  ニホンザルニホンザル

動
域
）と
呼
ば
れ
る
特
定
の
範
囲
内
を
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

冬
眠
は
せ
ず
一
年
中
エ
サ
を
求
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
オ

ス
と
メ
ス
の
違
い
や

個
体
差
な
ど
は
あ
り

ま
す
が
、
体
長
は
約

50
㎝
、
体
重
は
比
較

的
大
き
な
個
体
で
も

10
㎏
に
満
た
な
い
こ

と
も
あ
り
、
意
外
と

小
さ
い
動
物
で
す
。

　
市
内
で
は
現
在
、

推
定
30
頭
か
ら
60
頭

で
構
成
さ
れ
る
群
れ

が
４
群
確
認
さ
れ
て

お
り
、
被
害
の
程
度

は
群
れ
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
４
群

全
て
が
農
作
物
被
害

を
発
生
さ
せ
て
い
ま

す
。

　「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
」
と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　「
凶
暴
で
怖
い
」、「
芸
を
す
る
か
わ
い
い
動
物
」、「
頭
が

い
い
」、「
畑
を
荒
ら
す
厄
介
者
」
な
ど
な
ど
。

　
人
に
よ
っ
て
思
い
浮
か
べ
る
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思

い
ま
す
。

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
20
頭
か
ら
１
０
０
頭
程
度
で
構
成
さ
れ

る
群
れ
を
作
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
動
物
で
、
行
動
圏
（
遊

01
ニ
ホ
ン
ザ
ル
っ
て
ど
ん
な
動
物
？

▲雲南市・奥出雲町のサル群れ推定生息分布図
（参考：島根県農山漁村振興課鳥獣対策室）

雲南市のサル雲南市のサル

サルの足跡（群れ）サルの足跡（群れ）

群れ名称 おおよその分布位置

E1 木次町西日登地区～大東町佐世地区周辺

E2-1 木次町湯村地区～吉田町上山地区周辺

E2-2 奥出雲町三沢地区～吉田町上山地区周辺

E5 三刀屋町多久和地区～木次町上熊谷地区周辺

　雲南市ではニホンザルによる被害が増加傾向にあります。適切な鳥獣被害対策を実施するために、
まずは「相手のことを知る」ことが大切です。基本的な知識を身に付けて、被害に遭わない対策を心
掛けましょう。
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鳥獣対策「ここがポイント！」現場チェックシート

＜ワイヤーメッシュ編＞
□ 柵に隙間はありませんか？

柵のつなぎ目だけでなく、水路を跨ぐ
箇所なども隙間ないようにしましょう。

□ 柵の破損はありませんか？
特に普段は確認しない山際付近の柵は注意しましょう。

□ 地際が固定されていますか？
じぎわ

柵を地面に刺したり、アンカーやパイプ
などで固定し、強度を増しましょう。

□ 柵周辺の草刈りがされていますか？
柵の外側に草藪があると、動物の隠れ場所
になってしまいます。刈り払いましょう。

＜電気柵編＞
□ 電線の高さは適正（20cm間隔）ですか？

地面の凹凸がある場所では、凹んでいる場所に
合わせて高さを設定しましょう。手を広げた時
の親指から小指までが約20cmです。

□ 柵の破損はありませんか？
特に普段は確認しない山際付近の柵は注意しま
しょう。

□ 草などが電線に触れていませんか？
草などが触れて漏電すると効果を発揮
しません。定期的な草刈りのほか、
防草シートや除草剤も効果的です。

□ 日中も電気が流れていますか？
日中でも人が立ち入らない場所もあるので、常に
通電しましょう。

□ 電圧は適正ですか？
定期的に電圧チェッカーなどで計測し、
4,000V以上の電圧を保ちましょう。
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こ
と
で
出
没
頻
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
普
段
か
ら
意
識
し
て
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
で
、
人
間
の
生
活
圏
を
「
危
険
で
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
な

い
場
所
だ
」
と
学
習
さ
せ
、
サ
ル
を
は
じ
め
野
生
鳥
獣
を
寄

せ
付
け
に
く
く
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
特
に
侵
入
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
野
菜
や
果
樹
を
育
て

て
い
る
方
が
そ
れ
ぞ
れ
で
柵
の
設
置
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
柵
は
設
置
し
た
だ
け
で
終
わ
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
く
設
置
で
き
て
い
る
か
、
設
置
後

に
異
常
が
な
い
か
も
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま

す
。
参
考
に
島
根
県
の
鳥
獣
専
門
職
員
が
作
成
し
た
【
鳥
獣

対
策
「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
」
現
場
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】
を

５
ペ
ー
ジ
に
付
録
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
自
身
の
農
地
や
集

落
内
の
対
策
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
の
確
認
に
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

04
市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
侵
入
防
止
対
策
と
し

て
農
地
に
柵
を
設
置
す
る
場
合

に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く

▲市ホームページ

捕獲用大型囲い罠捕獲用大型囲い罠

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
捕
獲
・
駆
除
の
取
り
組
み
と
し
て
、
猟
友
会
駆
除

班
に
よ
る
有
害
駆
除
（
通
年
）、
大
型
の
囲
い
罠
に
よ
る
集

団
捕
獲
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
に
よ
る
追
跡
調
査
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
出
没
の
多
い
地
域
と
連
携
し
て
、
現

場
で
実
際
に
追
い
払
い
を
実
施
し
た
り
、
侵
入
防
止
対
策
や

追
い
払
い
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
対
策
の
原
則
は
「
寄
せ
付
け
な
い
」、「
慣
れ
さ
せ
な
い
」

こ
と
で
す
。
サ
ル
の
行
動
圏
外
に
暮
ら
し
て
い
る
と
被
害
に
遭

う
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
サ
ル
の
群
れ
は
個
体
数

が
増
え
る
と
分
裂
し
て
新
た
な
地
域
に
出
没
し
始
め
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。今
は
被
害
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
他
人
事
に
せ
ず
、

今
の
う
ち
か
ら
被
害
を
受
け
な
い
取
り
組
み
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。 05

お
わ
り
に
　

み
ん
な
で
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
！

【問】林業振興課　℡0854-40-1056

鳥獣対策コーディネーター
山田　稔紀 さん

◦�地域おこし協力隊として令和
５年８月より着任
◦�鳥獣対策学習や追い払い・捕
獲実務の支援などに従事

市報うんなん令和６年９月号

▲

　市内では、クマによる被害を心配される声もよく聞かれ
ます。
　クマの被害対策については、「１人で山に入らない」、「音
のなるものを携帯する」、「日頃から２人以上で会話をしな
がら行動する」ことが大事です。詳細は
令和６年９月号の市報で特集しています
ので、右記二次元コードからご確認くだ
さい。
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一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
額
が
３
２
４
億
４
９
２
８
万
円
（
対
前
年
度
比
０・８
％
減
）、
歳
出
決
算
額

が
３
１
６
億
６
７
９
４
万
円（
同
１・７
％
減
）で
、歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
７
億
８
１
３
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
３
億
８
８
９
０
万
円
で
あ
り
、
実
質
収
支
３
億
９
２
４
４
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

 は一般会計と合わせて普通会計に含まれる特別会計。

　　　　　　　　　区　分
　会　計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

国 民 健 康 保 険 事 業 39億5,299万円 39億3,309万円 1,990万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 12億5,434万円 12億4,107万円 1,327万円

農 業 労 働 災 害 共 済 事 業 178万円 177万円 1万円

財 産 区 20万円 20万円 0万円

❖ 特別会計

令
和
６
年
度
の
決
算
が
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

令
和
６
年
度
の
決
算
が
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
す
。

財  政  課
問い合わせ先

℡0854-40-1023

決
算
報
告

決
算
報
告

令
和
６
年
度

　令和６年度は、いずれの会計でも実質収支の赤字は見られなかったが、人口減少などに伴う普通交付税の減額、物価や人件
費の高騰の影響を受け、厳しい財政状況となっている。
　今後、「雲南市中期財政計画（令和７年度～令和11年度）」に基づき事業全般にわたって見直しを行い、歳出削減に取り組
む必要がある。合併特例事業債が令和６年度末に発行期限となったため、新たに活用できる財源として、ふるさと納税での増
収や、国の動向に注視し有利な財源の確保に積極的に取り組まれたい。
　地方自治体の業務は近年、高度化・複雑化してきている。リスクを適切に管理し、住民から信頼される自治体運営のために
内部統制の制度化を図り、業務を効率的に遂行されるよう努められたい。
　人口減少、高齢化が進行する中、税収の減少や社会保障費の増加、人件費や物価の高騰、加えて公共施設の老朽化など本市
を取り巻く財政環境は今後も厳しい状況が予想される。そのような中にあっても「第３次雲南市総合計画」実現に向け、事務
事業の推進にあたっては、収支バランスにも配慮し職員一人ひとりが課題に向き合いながら一丸となって、効果的、効率的な
行政運営に取り組まれることを望むものである。

監査委員の審査意見書から

一　 般　会　 計一　 般　会　 計
繰入金
17億4,240万円　5.4％
繰入金
17億4,240万円　5.4％

地方譲与税など
15億9,765万円
4.9％

地方譲与税など
15億9,765万円
4.9％

寄附金、繰越金 
8億4,361万円　2.6％
寄附金、繰越金 
8億4,361万円　2.6％

諸収入
7億5,377万円　2.3％
諸収入
7億5,377万円　2.3％

使用料および手数料
2億6,281万円　0.8％
使用料および手数料
2億6,281万円　0.8％

分担金および負担金
2億4,002万円　0.7％
分担金および負担金
2億4,002万円　0.7％

財産収入
5,810万円　0.2％
財産収入
5,810万円　0.2％

県支出金, 27億3,041万円, 8%

歳　入
324億4,928万円

地方交付税
139億3,119万円

42.9％

地方交付税
139億3,119万円

42.9％

市債
29億660万円

9.0％

市債
29億660万円

9.0％

県支出金
27億3,041万円
8.4％

県支出金
27億3,041万円
8.4％

依存財源
246億3,183万円

75.9％

依存財源
246億3,183万円

75.9％

自主財源
78億1,745万円

24.1％

自主財源
78億1,745万円

24.1％

市税
39億1,674万円

12.1％

市税
39億1,674万円

12.1％

国庫支出金
34億6,598万円

10.7％

国庫支出金
34億6,598万円

10.7％
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項　　目 数　　値 説　　　　　　　明

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。雲
南市の場合は、12.64％以上で財政健全化団体に、20% 以上で財政再生団体とな
ります。

連結実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。雲南市の場合は、
17.64% 以上で財政健全化団体に、30% 以上で財政再生団体となります。

実質公債費比率 11.1%
（11.2%）

公債費の水準を測る指標です。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金および
準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来から用いられてきた「起債制
限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰出金の
うち元利償還金相当分などが要素に加えられています。この比率が 25％以上になる
と財政健全化団体に、35％以上で財政再生団体となります。

将来負担比率 88.1%
（92.1%）

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率です。350% 以上で財政健全化団体となります。

資 金 不 足 比 率 該当なし
（該当なし）

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。比率は各公営企業会計毎に
算定することとされており、20% 以上で経営健全化団体となり、財政健全化団体と
同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

財 政 力 指 数 0.26
（0.25）

財政基盤の強さを表す指標です。財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財政
力が強いことになります。

経 常 収 支 比 率 97.6%
（97.1%）

毎年経常的に支払わなければならない経費の状況から、財政運営の弾力性を測定する
指標で、低いほど財政運営に弾力性があり、高いほど財政運営が硬直化している状況
を表しています。

地方債現在高比率 200.1%
（208.4%）

標準財政規模に対する地方債（長期に渡り返済する借金）の残高を表したもので、低
いほど財政運営が安定しています。

❖ 主な財政指標 下段（　）は令和５年度

令和６年度に実施した
主　　な　　事　　業

災害復旧関連事業
　公共土木施設災害復旧事業（令和3年豪雨災害）
　　　　　　　　��������6億3,315万円
　農地災害復旧事業（令和3年豪雨災害）
　　　　　　　　��������2億7,636万円
　農業用施設災害復旧事業（令和3年豪雨災害）
　　　　　　　　��������4億2,317万円
　林道災害復旧事業（令和3年豪雨災害）
　　　　　　　　��������� 5,903万円
　市道多久和六重線道路施設災害復旧事業
　　　　　　　　��������1億5,542万円
　　
物価高騰対策関連事業
　物価高騰対応重点支援臨時給付金（令和5年度分）
　　　　　　　　��������� 9,663万円
　物価高騰対応重点支援臨時給付金（令和6年度分）
　　　　　　　　��������� 6,258万円
　定額減税調整臨時給付金����2億9,799万円
　中小企業者等物価高騰対応支援事業 1,851万円

など

その他
　地域づくり活動等支援事業���3億1,041万円
　市民バス運行管理事業�����1億8,980万円
　介護給付等事業������� 11億8,560万円
　児童手当給付事業�������4億7,114万円
　予防接種事業���������1億1,667万円
　雲南市飯南町事務組合（清掃事業）参画事業
　　　　　　　　��������6億2,890万円
　中山間地域等直接支払交付金事業
　　　　　　　　��������2億8,908万円
　除雪総務管理事業�������3億  495万円
　教育施設等解体撤去事業����3億1,309万円
　文化施設大規模改修事業����2億1,308万円

など

❖ 基金残高
積 立 金 現 在 高 82億8,353万円

財 政 調 整 基 金 11億7,526万円
減 債 基 金 25億1,105万円
その他特定目的基金 45億9,722万円

地 方 債 現 在 高 343億1,463万円

※普通会計における決算額

一　 般　会　 計一　 般　会　 計

民生費
73億2,474万円

23.1％

民生費
73億2,474万円

23.1％

総務費
45億2,391万円

14.3％

総務費
45億2,391万円

14.3％

公債費
44億985万円
13.9％

公債費
44億985万円
13.9％

衛生費
35億9,789万円

11.4％

衛生費
35億9,789万円

11.4％

教育費
30億8,979万円

9.8％

教育費
30億8,979万円

9.8％

土木費
26億6,863万円

8.4％

土木費
26億6,863万円

8.4％

災害復旧費
20億8,840万円
6.6％

災害復旧費
20億8,840万円
6.6％

農林水産業費
20億3,649万円　6.4％
農林水産業費
20億3,649万円　6.4％

議会費、労働費、諸支出金
2億5,022万円　0.8％
議会費、労働費、諸支出金
2億5,022万円　0.8％

商工費
6億8,800万円　2.2％
商工費
6億8,800万円　2.2％

消防費
9億9,002万円　3.1％
消防費
9億9,002万円　3.1％

歳　出
316億6,794万円



収
益
的
収
入
（
医
療
費
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
給
与
費
、材
料
費
、経
費
な
ど
）

　
令
和
6
年
度
の
病
院
事
業
収
益
（
経
常
収
益
）

は
50
億
６
３
５
３
万
円
。
対
す
る
病
院
事
業
費

用
（
経
常
費
用
）
は
57
億
６
６
４
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
結
果
、
当
年
度
純
損
失
７
億
２
９

６
万
円
を
計
上
し
、
２
期
連
続
の
赤
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
一
般
病
棟
へ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断

群
分
類
包
括
評
価
）を
導
入
し
、医
療
の
標
準
化・

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
な
病
床
管
理
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
入
院
・
外
来
共
に
患
者
数

は
増
え
、
収
益
は
前
年
度
に
比
べ
増
加
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
加
、

人
件
費
高
騰
に
よ
り
事
業
費
用
も
増
加
し
ま
し

た
。

　
単
年
度
内
部
留
保
資
金
は
３
億
８
１
１
０
万

円
の
取
崩
し
と
な
り
、
繰
越
内
部
留
保
資
金
は

25
億
６
１
９
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
費
等
）

　
資
本
的
支
出
の
総
額
は
６
億
４
２
４
７
万
円

で
、
う
ち
建
設
改
良
費
は
７
９
９
４
万
円
、
企

業
債
償
還
額
は
５
億
６
１
９
３
万
円
で
し
た
。

　
建
設
改
良
事
業
は
、
安
全
安
心
か
つ
良
質
な

医
療
提
供
を
行
う
た
め
医
療
機
器
の
新
規
購
入

や
更
新
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
へ
内
視
鏡
下
鼻
副
鼻
腔

手
術
装
置
の
導
入
、
ビ
デ
オ
咽
頭
鏡
の
増
設
、

眼
科
用
手
術
顕
微
鏡
の
更
新
や
、
医
師
住
宅
老

朽
化
に
伴
う
内
装
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
面
、
企
業
債
償
還
額
や
人
件
費
等
の
増
に

よ
る
収
支
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
雲
南
市
立

病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
（
令
和
５
年
か
ら
令
和

９
年
ま
で
）
に
基
づ
き
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
経
営
の
健
全

化
を
め
ざ
し
、
良
質
で
持
続
可
能
な
地
域
医
療

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

業  務  量
１．病床数　281床

一般病床155床（感染症２床含む）、地域包括ケア病床48床（感染症２床含む）、
回復期リハビリ病床30床、医療療養病床48床

２．延患者数、1日平均患者数、病床稼働率

雲
南
市
立
病
院 

経
営
課

問
い
合
わ
せ
先℡

０
８
５
４-

47-

７
５
０
２

区　分
延患者数 ( 人 ) 1 日平均患者数 ( 人 ) 病床稼働率 (％ )

令和５年度 令和６年度 増減 令和５年度 令和６年度 増減 令和５年度 令和６年度 増減

入

　院

一 　 般 42,942 42,023 ▲ 919 117.3 115.1 ▲ 2.2 75.7 74.3 ▲ 1.4
包括ケア 12,761 16,363 3,602 34.9 44.8 9.9 72.6 93.4 20.8
回復リハ 10,943 10,543 ▲ 400 29.9 28.9 ▲ 1.0 99.7 96.3 ▲ 3.4
医療療養 13,367 12,145 ▲ 1,222 36.5 33.3 ▲ 3.2 76.1 69.3 ▲ 6.8

入 院 計 80,013 81,074 1,061 218.6 222.1 3.5 77.8 79.0 1.2

外

　来

病 　 院 102,419 102,859 440 421.5 423.3 1.8 － － －
診 療 所 6,602 7,104 502 32.7 35.8 3.1 － － －

外 来 計 109,021 109,963 942 454.2 459.1 4.9 － － －

財務諸表
令和６年度 雲南市病院事業会計 損益計算書
(令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（税抜き）

　医業収益 　44億4,835万円

　医業外収益 4億5,751万円

　訪問看護収益 6,775万円

　診療所収益 8,992万円

経常収益　① 50億6,353万円
　医業費用 53億6,065万円

　医業外費用 2億3,814万円

　訪問看護費用 7,219万円

　診療所費用 9,551万円

経常費用　② 57億6,649万円
経常損失　③ （① - ②） 7億   296万円
　特別利益　④ 0万円

　特別損失　⑤ 0万円

当年度純損失 （③+④ - ⑤） 7億   296万円
　前年度繰越欠損金 16億2,582万円

　当年度未処理欠損金 23億2,878万円

令和６年度 雲南市病院事業会計 貸借対照表
（令和７年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 77億6,891万円
投資その他の資産 5億2,862万円

流動資産
現金預金 19億9,716万円
未収金 7億3,226万円
貯蔵品他 1,813万円

資産合計 110億4,508万円
固定負債 企業債 82億3,980万円

流動負債

企業債 5億8,044万円
未払金 1億7,079万円
引当金 1億9,190万円
その他流動負債 2,063万円

繰延収益 長期前受金 6億5,157万円
負債合計 98億5,513万円
資本金 資本金 35億1,873万円
剰余金 利益剰余金 ▲23億2,878万円
資本合計 11億8,995万円
負債・資本合計 110億4,508万円
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　 病
院
事
業

令和６年度 雲南市下水道事業会計損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 5億8,672万円
営業外収益 14億6,204万円
経常収益　① 20億4,876万円
営業費用 16億4,883万円
営業外費用 1億7,851万円
経常費用　② 18億2,734万円
特別利益　③ 1,304万円
特別損失　④ 1,689万円
当年度純利益 (①-②)+③-④ 2億1,757万円
前年度繰越利益剰余金 499万円
その他未処分利益剰余金変動額 3,000万円
当年度未処分利益剰余金 2億5,256万円

令和６年度 雲南市下水道事業会計貸借対照表
（令和７年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 248億1,253万円
無形固定資産 0万円

流動資産
現金預金 4億5,679万円
未収金 4,891万円
前払金 557万円

資産合計 253億2,380万円
固定負債 企業債 80億4,276万円

流動負債

企業債 11億8,681万円
未払金 1億3,055万円
前受金 1,797万円
引当金 673万円
預り金 169万円

繰延収益 長期前受金 91億8,422万円
負債合計 185億7,073万円
資本金 資本金 61億9,455万円

剰余金 資本剰余金 3億  596万円
利益剰余金 2億5,256万円

資本合計 67億5,307万円
負債・資本合計 253億2,380万円

令和６年度 雲南市工業用水道事業会計損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 0万円
営業外収益 0万円
経常収益　① 0万円
営業費用 137万円
営業外費用 5,674万円
経常費用　② 5,811万円
特別利益　③ 3,909万円
特別損失　④ 2億3,649万円
当年度純損失 (①-②)+③-④ 2億5,551万円
前年度繰越欠損金 7,400万円
当年度未処理欠損金 3億2,951万円

令和６年度 雲南市工業用水道事業会計貸借対照表
（令和７年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 2,125万円

流動資産 未収金 1,964万円

資産合計 4,089万円

資本金 資本金 3億6,988万円

剰余金

資本剰余金 52万円

利益剰余金 △3億2,951万円

資本合計 4,089万円

令和６年度 雲南市水道事業会計損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 8億  532万円
営業外収益 3億7,689万円
経常収益　① 11億8,221万円
営業費用 10億7,397万円
営業外費用 7,781万円
経常費用　② 11億5,178万円
特別損失　③ 1,194万円
当年度純利益 (①-②)-③ 1,849万円
前年度繰越利益剰余金 3,635万円
当年度未処分利益剰余金 5,484万円

令和６年度 雲南市水道事業会計貸借対照表
（令和７年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 130億7,448万円
無形固定資産 2,138万円
投資その他の資産 4億9,373万円

流動資産
現金預金 15億7,561万円
未収金 9,032万円
貯蔵品 733万円
前払金 3,857万円

資産合計 153億   142万円
固定負債 企業債 40億9,146万円

引当金 3,907万円

流動負債

企業債 4億2,148万円
未払金 7,438万円
前受金 66万円
引当金 1,314万円
預り金 43万円
その他流動負債 60万円

繰延収益 長期前受金 36億6,555万円
負債合計 83億   677万円
資本金 資本金 55億6,361万円
剰余金 資本剰余金 7億4,879万円

利益剰余金 6億8,225万円
資本合計 69億9,465万円
負債・資本合計 153億   142万円

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
）

　
令
和
７
年
３
月
末
時
点
の
給
水
戸
数
は
１
万

４
９
６
６
件
、令
和
６
年
度
の
総
有
収
水
量
（
料

金
収
入
の
対
象
と
な
っ
た
給
水
量
）
は
３
２
６

万
１
８
１
５
㎥
で
し
た
。
総
有
収
水
量
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
23
万
２
９
７
㎥
（
７
・
６
％
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
収
益
は
、
11
億
８
２
２
１
万
円
、
総
費
用

は
、
11
億
６
３
７
２
万
円
で
１
８
４
９
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
総
収
益
の
う
ち
水

道
料
金
は
７
億
８
０
７
０
万
円
で
、
総
収
益
の

66
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
較

し
て
総
収
益
は
７
・
８
％
減
少
、
総
費
用
は
０
・

６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
供
給
単
価
（
有
収
水
量
１
㎥
当
た
り
の
給
水

収
益
）
は
２
３
９
円
34
銭
、
給
水
原
価
（
水
道

水
１
㎥
当
た
り
の
経
費
）
は
３
１
５
円
89
銭
で
、

料
金
回
収
率
は
75
・
77
％
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
な
ど
）

　
資
本
的
支
出
総
額
は
７
億
１
０
４
０
万
円

で
、
う
ち
建
設
改
良
費
は
２
億
７
０
４
２
万
円
、

企
業
債
償
還
額
は
４
億
３
９
９
８
万
円
で
し
た
。

主
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
、
生
活
基
盤
施
設

耐
震
化
等
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
老
朽
管
路

の
更
新
や
耐
震
化
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

決
算
報
告
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
令
和
６
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

公
営
企
業
会
計

上
下
水
道
局
総
務
課

問
い
合
わ
せ
先

℡
０
８
５
４-

42-

３
４
７
３

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
）

　
総
収
益
は
３
９
０
９
万
円
、
総
費
用
は
2
億

９
４
６
０
万
円
で
、
２
億
５
５
５
１
万
円
の
赤

字
と
な
り
、
前
年
度
ま
で
の
繰
越
欠
損
金
と
合

わ
せ
、
３
億
２
９
５
１
万
円
の
未
処
理
欠
損
金

を
計
上
し
ま
し
た
。

資
本
的
支
出

　
資
本
的
支
出
の
総
額
は
４
５
０
０
万
円
で
、

全
額
企
業
債
償
還
金
で
し
た
。
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本
事
業
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
工
業
用
水
を

供
給
先
企
業
へ
給
水
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
１
月
に
供
給
を
停
止
し
た
た
め
、
令
和
６

年
度
末
を
も
っ
て
本
事
業
を
廃
止
し
、
同
会
計

を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

　 下
水
道
事
業

　
令
和
６
年
度
か
ら
農
業
集
落
排
水
や
浄
化
槽

な
ど
、
全
て
の
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業

法
を
適
用
し
、公
共
下
水
道
な
ど
と
合
わ
せ
て「
下

水
道
事
業
」
と
し
て
経
営
を
統
合
し
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
）

　
令
和
６
年
度
の
総
排
水
量
は
３
１
９
万
２
７

２
４
㎥
で
し
た
。

　
総
収
益
は
、
20
億
４
８
７
６
万
円
、
総
費
用

は
、
18
億
２
７
３
４
万
円
で
2
億
１
７
５
７
万

円
の
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
総
収
益
の
う

ち
下
水
道
使
用
料
は
５
億
２
８
４
７
万
円
で
、

総
収
益
の
25
・
８
％
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
10
億
５
９
３
５
万
円
で
51
・
７
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
使
用
料
単
価
（
有
収
水
量
１
㎥
あ
た
り
の
使

用
料
収
入
）
は
１
８
２
円
10
銭
、
汚
水
処
理
原

価
（
汚
水
１
㎥
当
た
り
の
経
費
）
は
６
２
９
円

65
銭
で
、
経
費
回
収
率
は
28
・
９
％
と
な
り
ま

し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
な
ど
）

　
資
本
的
支
出
総
額
15
億
６
４
４
４
万
円
で
、

う
ち
建
設
改
良
費
は
３
億
３
０
９
２
万
円
、
企

業
債
償
還
額
は
12
億
３
３
５
２
万
円
で
し
た
。

主
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
、
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
の
施
設
更
新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
引
き
続
き
施
設
の
統
廃
合
事
業
に
取
り
組

み
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
加
茂
北
処
理

区
、
上
熊
谷
処
理
区
、
大
島
引
野
処
理
区
を
公

共
下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
の
連
絡
管
新
設
事

業
を
行
い
ま
し
た
。新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

雨
天
時
浸
入
水
発
生
の
疑
い
が
あ
る
エ
リ
ア
の

不
明
水
対
策
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　 水
道
事
業

　 工
業
用
水
道
事
業
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吉田っ子フレンズだいさくせん
　９月18日、吉田町内の保育所、小学校、中学校の児童・生徒が一
堂に会し、こどもたち同士の交流や地域とのつながりを深めるイベン
ト「吉田っ子フレンズだいさくせん」が吉田中学校で開催されました。
　主催は吉田コミュニティ・スクール学校運営協議会が組織する吉
田コミュニティ・スクール学校運営委員会（通称：魅力化部会）で、
はじめに参加者全員で「かもつ列車」ゲームをして緊張をほぐし、
そのあと班に分かれて「ジェスチャーゲーム」、「よしだクイズ」、
「よーいどんつなひき」で交流を深めました。 ▲「かもつ列車」ゲームで交流する参加者たち

島根県の準絶滅危惧種
ヒツジグサ観察会

　９月６日、ヒツジグサ観察会が出雲・雲南地域広域連携生態系ネッ
トワーク推進協議会の主催により大東町仁和寺にある休耕田で開催
され、約30人が参加しました。
　ヒツジグサ（未草）は未の刻（14時頃）に花が咲くことから名
付けられたとされる日本古来のスイレンで、島根県の準絶滅危惧種
に指定されています。観察会では講師の佐

さ
藤
とう
仁
ひと
志
し
さんから貴重な環

境を維持していくことの必要性について説明を受けたのち、ヒツジ
グサなどの観察と水生昆虫などの生き物探しも行われました。 ▲ヒツジグサを観察する参加者たち

▲犬のしつけ方を実演する今井さん

動物愛護週間イベント
犬のしつけ方教室

　９月20日、人とペットを巡る良好な地域環境づくりの促進を目
的とした「犬のしつけ方教室」をきすき健康の森で開催し、市内の
犬の飼い主など約20人が参加しました。
　初めに公益社団法人島根県獣医師会職員から、犬の適正飼養など
犬を飼う際に必要な基礎知識について説明がありました。次に松江
市愛犬訓練所訓練士の今

いま
井
い
義
よし
孝
たか
さんから犬のしつけ方の講習を受

け、その後は参加した飼い犬ごとにしつけ方を実演いただきました。
飼い主の悩み事の改善策などを学び合う機会となりました。

雲南市ブランド米
「プレミアムつや姫たたら焰

ほむらまい

米」検査式
　９月22日、「プレミアムつや姫たたら焰米」の本年度検査式が、
大東町飯田のＪＡしまね雲南地区本部大東農業倉庫で行われ、生産
者やＪＡしまね雲南地区本部などから関係者が出席しました。
　会場には市内生産者から玄米が持ち込まれ、ＪＡしまねの検査員
が整粒判定、タンパク質値などを検査し、認定された米袋には雲南
市認定シールが貼られました。検査式のあとはＡコープきすき店へ
移動し、ＪＡしまね職員や石飛市長などによって店頭でたたら焰米
の無料配布も行いました。 ▲米袋に認定シールを貼る石飛市長
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誰でも気軽に楽しめる音楽祭
熱
ねっきょう

響U
う ん な ん

NNAN+2025 みんなでかなでるハーモニ～♪
　９月27日、「熱響UNNAN+2025みんなでかなでるハーモニ～♪」
が木次経済文化会館チェリヴァホールで開催されました。
　ラメールマスターズプロジェクト弦楽合奏団やラメールミュージ
カルスクール、ビリオネア大学の皆さんのほか、共演ステージとし
て、市内の福祉施設の利用者の方々や、スペシャルオリンピックス
日本・島根のアスリートの方々、ラメールミュージカルスクールの
卒業生たちも加わり、会場のお客さんも打楽器で演奏に参加しなが
ら全員で盛り上がりました。 ▲参加者全員で盛り上がる会場の様子

じぶんの町を良くするしくみ。
赤い羽根共同募金運動開始式

　10月１日より全国一斉に始まった令和７年度赤い羽根共同募金
運動に併せ、初日である10月１日、大東地域交流センターにて「赤
い羽根共同募金運動開始式」が行われました。
　オープニングでは大東保育園のめろん組園児が曲に合わせた踊り
を披露しました。式では、募金百貨店プロジェクトに参加している
「鋼

はがね
戦隊ムラゲレンジャー製作委員会」のムラゲレッドから、石飛市

長に厚生労働大臣メッセージを、雲南市共同募金委員会の大
おお
塲
ば
 篤
あつし

会長に社会福祉法人中央共同募金会会長メッセージを伝達しました。 ▲ムラゲレッドからメッセージの伝達を受け取る大塲会長

脱炭素フォーラム2025
地域循環型ビジネスモデル発見フォーラム
　９月30日、脱炭素フォーラム2025「地域循環型ビジネスモデル
発見フォーラム」を、市と斐伊川流域脱炭素推進コンソーシアムの
共催により、木次経済文化会館チェリヴァホールで開催しました。
　脱炭素社会の実現に向けて市民の皆さん一人ひとりの行動が変
わっていくためのきっかづくりを目的に、エネルギーの転換や学校
の断熱に関する事業者の方々から事業紹介をいただき、パネルディ
スカッションを行いました。その後、４つのブースに分かれ、発表
された事業者と参加者による意見交換も行いました。 ▲会場の様子

雲南市優良建設工事表彰式
　10月１日、令和７年度雲南市優良建設工事表彰式を雲南市役所
で行い、令和６年度に竣工した工事のうち特に優秀であった３工事
の施工者と技術者が表彰されました。

▲受賞された皆さん

施工者 技術者 工事名
株式会社常松土建 若

わか

　槻
つき

　真
まさ

　史
し 加茂大橋修繕工事

株式会社植田建設 長
は

谷
せ

川
がわ

　利
とし

　幸
ゆき 令和３年災第978号三谷川

災害復旧工事（その２）
幸和建設株式会社 勝

かつ

　原
はら

　健
けん

　司
じ 木次子育て支援センター
建設工事（建築主体）

（敬称略、順不同）
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合併20周年記念
雲南市民生児童委員協議会「全員研修会」
　10月３日、雲南市民生児童委員協議会（以下、市民児協）主催
の全員研修会を三刀屋交流センターで開催し、民生委員・児童委員
および主任児童委員115人が参加しました。
　研修では、市民児協前会長の朝

あさ
日
ひ
照
てる
男
お
さんが「雲南市民児協　会

長時代を回顧し思うこと」と題し、会長として活動した9年間を振
り返りました。また、県健康福祉部こども・子育て支援課の田

た
中
なか
 徹
とおる

調整監が「これからのこども政策について～こども大綱、こども未
来戦略、こども計画のポイント～」と題して基調講演を行いました。 ▲在職中の活動を話す朝日前会長

第１回加茂町人権セミナー
　10月１日、第１回加茂町人権セミナーが雲南市人権・同和教育
推進協議会加茂支部の主催（共催：雲南市・加茂まちづくり協議会）
により加茂交流センターで開催され、約50人が参加しました。
　講師に関西大学名誉教授の石

いし
元
もと
清
きよ
英
ひで
さんを招き、「部落問題の現状

と人権教育・啓発の課題～部落問題をどう語り、伝えるのか～」と題
して講演していただきました。過去の統計や歴史史料を通じて、現在
の部落の正しい現状について話されました。参加者からは「具体的な
数値データを示した講演で分かりやすかった」などの感想がありました。 ▲講演する石元さん

雲南市除雪業務感謝状贈呈式
　10月６日、令和７年度雲南市除雪業務感謝状贈呈式を雲南市役所
で行いました。この表彰は、市が管理する道路の除雪業務に20年以
上従事された方で、その功績が顕著で他の規範となる方を表彰するも
のです。贈呈式では、石飛市長より感謝状を贈ると共に、20年以上
の長きにわたり安全に作業していただいたことへの感謝を述べました。

脱炭素社会実現のための連携協定を締結
　10月７日、「脱炭素社会実現のための共創による地域づくりの推
進に関する連携協定」の締結式を雲南市役所で行いました。
　本協定は、雲南市地域自主組織連絡協議会（秦

はた
 美
よし
幸
ゆき
会長）、株式

会社うんなん共創エネルギー（中
なか
嶋
じま
崇
たか
史
ふみ
代表取締役）、雲南市の三者

によるもので、互いの資源を有効活用し、共創による地域づくりを
推進することで脱炭素社会実現に資することが目的です。締結に際
し中嶋代表取締役からは「雲南市の魅力である地域自主組織のパワー
をもらいながら事業を進めていきたい」とあいさつがありました。 ▲協定締結式の様子

▲受賞された須山さん（中央）

従事年数 氏　名　 所属
21年 福

ふく

嶋
しま

竜
りゅうじ

司さん 有限会社山根建設
20年 須

す

山
やま

武
たけ

治
はる

さん 株式会社常松土建
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細
ほ そ い

井 世
せ な

凪ちゃん（三刀屋町）
祐
ゆうき

希さん・亜
あ み

美さんのお子さん
せなくん１歳おめでとう��
いつも沢山の癒しをありがとう��
これからも笑顔で元気に大きくなってね��

稲
い な た

田 遥
ようすけ

亮ちゃん（三刀屋町）
翔
しょうご

伍さん・あかりさんのお子さん
お誕生日おめでとう���
お兄ちゃんお姉ちゃんと仲良く遊んで
元気に大きくなってね����

安
あ べ

部 仁
と き

来ちゃん（大東町）
孝
たかふみ

文さん・奈
な つ こ

津子さんのお子さん
産まれてきて、元気に育ってくれて
ありがとう❗
これからの成長も楽しみにしているよ❤

　
勤
労
感
謝
の
日
は
、
か
つ
て
は
新に
い
嘗な
め
祭さ
い

と
い
っ
て
今
年
の
収
穫
に
感
謝
す
る
祭
日

で
し
た
。

　
今
年
は
、
水
不
足
や
猛
暑
に
よ
り
農
家

の
皆
さ
ん
は
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
地
域

に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、
嬉
し
い
収

穫
を
迎
え
ら
れ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
来
の
米
価
の
高
騰
は
、
農
家
に

と
っ
て
は
喜
ば
し
い
反
面
、
消
費
者
に

と
っ
て
は
物
価
の
高
騰
と
相
ま
っ
て
家
計

に
厳
し
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に

程
よ
い
価
格
、
安
定
し
た
価
格
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
米
の
増
産
と
輸
出
推
進
の
農
政
へ
の
転

換
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

輸
出
用
の
低
価
格
の
米
が
増
え
る
こ
と
も

意
味
し
て
い
ま
す
。

　
雲
南
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、

コ
ス
ト
勝
負
で
は
不
利
な
地
域
が
多
く
、

高
い
品
質
と
ブ
ラ
ン
ド
力
に
よ
る
「
高
値

で
も
売
れ
る
コ
メ
」
づ
く
り
が
一
層
重
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
美
味
し
い
新
米
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
い
く
農
業
の
あ
り

方
を
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
う
秋
の
日
で
あ
り
ま
す
。

市長コラム

農
業
に
つ
い
て
考
え
る

農
業
に
つ
い
て
考
え
る

農
業
に
つ
い
て
考
え
る

農
業
に
つ
い
て
考
え
る

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

12月で満１歳（令和６年12月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④保護者の名前の掲載希望の有無、
　⑤住所、⑥電話番号、⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで11月７日（金）までに広報広聴課へ送付ください。

　【問】広報広聴課 ℡0854-40-1015　
　※スマートフォンで撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、広報広聴課から「到着確認」の連絡をします。投稿後、当課から連絡がないときは問い合わせください。

郵送される場合の宛て先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所広報広聴課「わが家のHOPE」係

E-Mail を送られる場合の宛て先
　kouhoukouchou ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

わが家の

EHOPEHOP 11月で満１歳おめでとう11月で満１歳おめでとう
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９
月
14
日
（
日
）、
第
35
回

永
井
隆
平
和
賞
発
表
式
典
を
木

次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ
リ
ヴ
ァ

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
約
２
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
永
井
隆
平
和
賞
」
は
、

雲
南
市
出
身
の
永
井
隆
博
士
の

業
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

博
士
の
「
平
和
を
」
の
精
神
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
愛
」
と
「
平
和
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

８
６
１
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
中
か
ら
21
点
の
入
賞
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
和
へ
の
願
い

島
根
県
雲
南
市

「
永
井
隆
平
和
賞
」
発
表
式
典

【問】社会教育課
℡0854-40-1073

　
式
典
の
開
会
に
先
立
ち
、「
雲

南
市
民
で
童
謡
を
歌
お
う
会
」

の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
会
場

全
員
で
「
長
崎
の
鐘
」
を
斉
唱

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
12
人
の
受
賞
者
が

出
席
し
、
表
彰
の
後
、
各
部
門

の
最
優
秀
賞
の
作
品
朗
読
や
最

終
選
考
委
員
か
ら
の
講
評
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
昨
年
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

の
代
表
理
事
、
本ほ

ん

間ま

恵え

美み

子こ

さ

ん
を
迎
え
、「
平
和
を
つ
な
ぐ
～

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
に
出

席
し
て
～
」
と
題
し
、
平
和
へ

の
取
り
組
み
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

オ
ス
ロ
で
行
わ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
授
賞
式
の
様
子
な
ど
の

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
永
井
隆
平
和
賞
の
関
連
事
業

と
し
て
呼
び
か
け
た
「
折
り
鶴

×
シ
ン
・
ア
ー
ト
※
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
３
万
５
千
羽
を
超
え
る
折

り
鶴
が
集
ま
り
、
千
個
を
超
え

る
シ
ン
・
ア
ー
ト
の
花
と
い
っ

し
ょ
に
、
式
典
会
場
や
ロ
ビ
ー

に
飾
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
皆
さ
ん
を
待
ち
受

け
る
メ
イ
ン
看
板
は
、
以
前
か

ら
シ
ン
・
ア
ー
ト
の
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
吉
田
郵
便
局
の

コ
ー
ヒ
ー
会
の
皆
さ
ん
に
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
市
内
各
地
で
折
り
鶴
や

シ
ン
・
ア
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

式典に出席された受賞者の皆さん式典に出席された受賞者の皆さん

▲吉田郵便局のコーヒー会によるメイン看板作成▲吉田郵便局のコーヒー会によるメイン看板作成

▲永井隆博士生い立ちの家でのシン・アートワークショップ▲永井隆博士生い立ちの家でのシン・アートワークショップ

式典会場の様子式典会場の様子

表彰式の様子

▲ホールへ続く階段を飾る折り鶴▲ホールへ続く階段を飾る折り鶴

講演をする本間さん講演をする本間さん

※�

シ
ン
・
ア
ー
ト
：
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙
の
芯
を
使
っ

て
作
る
ア
ー
ト
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第35回　島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞作品一覧第35回　島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞作品一覧
（小学生低学年の部）� （敬称略）
結　　果 氏　　名 学　年 題　　名 学　校　名（学校所在地）
最優秀賞 福

ふく

　留
どめ

　沙
さ

　依
よ 3 わたしにとっての平和 三刀屋小学校

優 秀 賞 若
わか

　狹
さ

　　　早
そう 2 心にとどく 愛媛大学教育学部附属小学校（愛媛県）

佳　　作 岡
おか

　田
だ

　琉
る

　位
い 3 ぼくが今できること 三刀屋小学校

佳　　作 飯
いい

　塚
つか

　陽
ひ

　菜
な 2 わたしにできること 鍋山小学校

（小学生高学年の部）
最優秀賞 浦

うら

　野
の

　恵
え

　奈
な 6 青空を見上げて 星

せい

美
び

学園小学校（東京都）
優 秀 賞 堀

ほり

　江
え

　将
まさ

　輝
き 6 ぼくの責任 田井小学校

佳　　作 米
よね

　原
はら

　あさひ 6 ふうちゃん 大東小学校
（中学生の部）
最優秀賞 村

むら

　島
しま

　心
み

　月
つき 2 好きなことのできる幸せ 糸満市立兼

かねぐすく

城中学校（沖縄県）
優 秀 賞 藤

ふじ

　原
はら

　和
わ

　奏
かな 9 語り継げ、青の記憶。 島根大学教育学部附属義務教育学校（松江市）

佳　　作 千
ち

　葉
ば

　結
ゆい

　莉
り 3 平和への架け橋 糸満市立三

み わ

和中学校（沖縄県）
佳　　作 高

たか

　倉
くら

　未
み

　羽
わ 8 Ｔくんに出会って変わった心 島根大学教育学部附属義務教育学校（松江市）

（高校生の部）
最優秀賞 黒

くろ

　木
き

　大
たい

　誠
せい 5 証 東京大学教育学部附属中等教育学校（東京都）

優 秀 賞 小
こ

　西
にし

　琉
る

　偉
い 3 問い続けた先に ヴォーリズ学園近

おうみ

江兄
きょうだいしゃ

弟社高等学校（滋賀県）
佳　　作 田

た

　村
むら

　祐
ゆう

　希
き 3 命どぅ宝。 山梨県立甲府第一高等学校（山梨県）

佳　　作 安
あ げ だ

慶田　翔
しょう

　子
こ 2 ちかいのことば 沖縄県立那覇高等学校（沖縄県）

佳　　作 亀
かめ

　尾
お

　美
み

　月
づき 1 思いをツナグ 島根県立出雲高等学校（出雲市）

佳　　作 千
ち

　田
だ

　立
り

　煌
おん 1 三年の無関心 青森山田高等学校広域通信制課程（青森県）

（一般の部）
結　　果 氏　　名 題　　名 都道府県
最優秀賞 長

は せ

谷川
がわ

　勝
かつ

　士
し 叔父の長袖 兵庫県

優 秀 賞 何
か

　　　琦
き

　璠
はん 誤解がつくる壁、理解をひらく窓 宮城県

佳　　作 小
お

　村
むら

　紀
のり

　江
え 一分間の黙とう 島根県

佳　　作 永
なが

　濱
はま

　美
み ち こ

智子 蝉の季節 京都府

【木次・大東・加茂図書館】
■「きょうの一冊」展　
　　期間：５日（水）～26日（水）
　★�雲南市立図書館 facebook にて
職員が紹介したオススメ本、これ
までの記事をまとめた冊子の展示

　☆この他のイベントについては、31ページの図書館だよりをご確認ください。

【問】（会場の各図書館へお願いします）　�木次図書館　℡0854－42－1021　Fax0854－42－2274�
大東図書館　℡・Fax0854－43－6131�
加茂図書館　℡0854－49－8739　Fax0854－49－8696

10月27日～11月9日は「読書週間」です

☆読書週間イベント

「読書週間２０２５」
イベント案内
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
９
月
20
日
㈯
に
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
私
ら
し
く
生
き
る
未
来
を
話
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
後

の
自
分
の
人
生
を
考
え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
や
講

演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
当
日
は
３
０
０
人
以
上
の
方
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、
笑
顔
が
た
く
さ
ん
溢
れ
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

第第
1111
回
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た

回
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
三
刀
屋
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
華
や
か
に
幕
を
開
け
、

迫
力
あ
る
素
敵
な
音
色
や
息
の

合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

を
包
み
込
み
自
然
と
拍
手
が
生
ま

れ
、
大
盛
り
上
が
り
で
病
院
祭
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

終
末
期
の
過
ご
し
方
を
考

終
末
期
の
過
ご
し
方
を
考

え
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た

え
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た

基
調
講
演

基
調
講
演

　
島
根
県
立
中
央
病
院
総
合
診
療

科
部
長
の
今い
ま
田だ

敏と
し
宏ひ
ろ
先
生
を
お
招

き
し
、「
ど
う
す
る
？
人
生
会
議
」

と
題
し
、
人
生
の
終
末
期
に
代
理

意
思
決
定
で
迷
わ
な
い
よ
う
、
ア

ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
と
呼
ば
れ
る
事
前
に

自
身
の
ケ
ア
に
つ
い
て
計
画
す
る

人
生
会
議
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
人
生
の
終
末
期

を
ど
う
考
え
、
ど
う
話
し
合
っ
て

い
く
か
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

　
講
演
を
聴
講
さ
れ
た
方
か
ら

は
、「
自
分
の
終
末
期
を
ど
う
過

ご
す
か
改
め
て
考
え
よ
う
と
思
い

ま
し
た
」、「
今
回
を
機
に
家
族
で

話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
」
な
ど
と
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

てんじく×L
リ リ カ
iLica*

安来節ショー ダイトレンジャー

劇団おばば座

ステージイベント

基調講演　今田敏宏先生

オープニングセレモニー　三刀屋高等学校吹奏楽部
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雲南病院だより

　
ま
た
講
演
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。

　
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
と
は
、
も
し

も
の
た
め
の
話
し
合
い
を
す
る
、

そ
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
普
段
は
話
し
づ
ら
い
自

分
の
考
え
や
人
生
観
を
知
っ
て
も

ら
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
家
族
が

判
断
を
し
や
す
く
す
る
た
め
の

ゲ
ー
ム
で
す
。

　
参
加
者
は
、
カ
ー
ド
に
書
か
れ

た
お
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
同

じ
カ
ー
ド
で
も
人
そ
れ
ぞ
れ
考
え

が
違
い
、
お
互
い
の
考
え
を
知
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音
楽
、
演
劇
な
ど
で
盛
り

音
楽
、
演
劇
な
ど
で
盛
り

上
が
っ
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

上
が
っ
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
ン
ト

　
午
後
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
歌
や
終
活
を
テ
ー
マ
と
し
た

演
劇
の
ほ
か
毎
回
恒
例
の
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
安

来
節
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
ラ
ス
ト
に
は
、
ダ
イ
ト
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
医
療
の
知
識
を
盛

り
込
ん
だ
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
い
た
各
種
コ
ー

い
た
だ
い
た
各
種
コ
ー

ナ
ー
ナ
ー

　
市
立
病
院
の
各
科
に
よ
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
聴
診
器
体
験
や
入

棺
体
験
、
そ
の
他
ク
イ
ズ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
医
療
技
術
職
場
の

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
館
棟
１
階
と
駐
車
場
で
は
、

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大
東
地
区

自
治
振
興
協
議
会
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
う
ん
な
ん
ｔト

イ

ロ

ｏ
ｉｒｏ
、
し
ま

ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク
、
Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ

の
展
示
を
行
い
ク
イ
ズ
や
救
急
車

乗
車
体
験
な
ど
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。

　
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
ジ
ビ
エ
料

理
、
ラ
ー
メ
ン
、
軽
食
な
ど
９
店

舗
が
出
店
し
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
日
の
会
場
設
営
で

は
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
今
年
も
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
場
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
病
院
と
地
域
を
つ
な
ぐ

大
切
な
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

体験コーナー

前日準備

採血体験

聴診器体験

エコー体験手洗いラボ

病院ボランティアの展示

ドライビングシミュレーター

展示コーナー

救急車展示
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【問い合わせ先】保健医療政策課　℡0854-40-1040

　学
校
で
行
わ
れ
る
健
康
観
察

は
、
朝
の
出
欠
確
認
か
ら
授
業

中
、
放
課
後
に
至
る
ま
で
、
教

職
員
が
こ
ど
も
た
ち
の
学
校
で

の
生
活
の
様
子
を
見
守
る
こ
と

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
観

察
は
、
体
調
の
変
化
だ
け
で
な

く
心
の
不
調
に
も
早
く
気
付

き
、
適
切
な
対
応
に
つ
な
げ
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み

で
す
。

　一
方
で
、
学
校
に
行
き
に
く

さ
を
感
じ
て
欠
席
し
て
い
る
こ

ど
も
た
ち
の
場
合
、
健
康
観
察

の
機
会
が
限
ら
れ
る
た
め
、
心

身
の
状
態
が
把
握
し
づ
ら
く
、

支
援
に
つ

な
が
り
に

く
い
こ
と

が
課
題
と

な
っ
て
い

ま
す
。

　令和６年１月に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行
されました。共生社会とは、認知症の方が尊厳と希望をもって認知症と共に生
きること、認知症があってもなくても同じ社会で共に生きるということです。
　高齢化が進むにつれて認知症の方も増えています。国の推計では、令和４

年には65歳以上の約3.6人に１人が認知症かその予備群の

認知症について正しく理解し、地域で見守りや話を
聴くなど、自分のできる範囲で応援する「認知症サ
ポーター」を養成しています。おおむね５人以上の
集まりに講師を派遣します。

認知症の方やその家族、認知症について知りたい方、
認知症の進行を予防したい方、認知症に
ついて相談したい方など、どなたでも参
加できる気軽に集って話せる場です。

　研
究
所
う
ん
な
ん
で
は
、
昨

年
度
か
ら
教
育
委
員
会
と
共
同

で
雲
南
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
心
身
の
健
康
観
察
を
行
う
研

究
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
が

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
じ
て

そ
の
日
の
体
調
な
ど
を
自
ら
回

答
し
ま
す
。
回
答
内
容
は
ス
タ
ッ

フ
が
毎
回
確
認
し
、
心
配
な
様

子
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
声
掛

け
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
蓄
積
さ
れ
た

健
康
観
察
デ
ー
タ
を
研
究
所
う

ん
な
ん
が
分
析
し
、
そ
の
結
果

を
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
よ
り

良
い
支
援
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　現
在
は
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
こ
ど
も
た
ち
が
対

象
で
す
が
、
今
後
は
こ
の
研
究

で
得
ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
、

市
内
の
学
校
と
連
携
を
図
っ
て

い
く
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
の

心
身
の
不
調
に
対
し
て
早
期
に

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　研
究
所
う
ん
な
ん
で
は
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
で
得
ら
れ
た

知
見
を
生
か
し
、
今
後
も
こ
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支

え
て
い
き
ま
す
。

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座オレンジカフェうんなんオレンジカフェうんなん

いずれかと言われています。早い方だと30代で発症する若年性認知症もあり、年齢に関わらず
誰もがなる可能性がある身近な病気です。

　「新しい認知症観」とは、認知症になったら何もできなくなる、かわいそうなどのイメージを
取り払い、認知症になってからもできること、やりたいことがあり、住み慣れた地域で友人や仲間などとの付き
合いを続け、希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方です。より多くの方が「新しい認
知症観」を理解し、認知症の方を「支える対象」としてではなく、一人の人としてとらえ、認
知症になっても個性と能力、経験を生かしながら、共に支え合って生きられるようにすること
が重要です。もし自分や大切な方が認知症になった時、住んでいる地域がどうなっていると安
全に安心して暮らせるでしょうか。市では、共生社会の推進のためさまざまな事業に取り組ん
でいます。

まずはお気軽にご相談ください。まずはお気軽にご相談ください。

こんにちは、

です。

243

保健師保健師保健師保健師
「新しい認知症観」 とは

※この二 次 元コードをス マートフォン などで 読 み 取ると研 究 所 ホーム ペ ージ が
   閲 覧 できます 。

※

身 体 教 育 医 学 研 究 所うん なん ( ℡ 0 8 5 4 - 4 9 - 9 0 5 0 )
健 康 づくりに 役 立 つ 情 報 や 、 研 究 所うん なん の 活 動 を 紹 介！

こげな
こと

しとー
ます！

研究所
うんなん

こ
ど
も
た
ち
の
健
康
観
察

教
育
委
員
会
と
の
共
同
研
究
事
業

不
調
を
早
期
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
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　この連続講座は、地域づくりに関心を持つ方、意欲
的に関わろうとする方を全市的に発掘し、地域自主組
織をはじめとした、雲南市の地域づくりのこれからの
担い手につなげることを目的に、雲南市地域自主組織
連絡協議会と市との共催で、今年度、７月から12月
までの期間で全６回開催しています。

　今回は、「次世代による地域活動（楽しくがんばる
次世代の地域づくり交流会）」をテーマに、市内各地
の若手グループ９団体からの活動紹介の後、奥出雲町
三沢地区「みざわ小さな拠点づくりの会」の落

おち

合
あい

孝
たか

行
ゆき

さんから「地域づくりはモチベーションづくり」と題
してお話しいただき、参加者で感想共有や意見交換を
行いました。
　活動紹介をされた若手グループは、多くが30歳か
ら40歳代の方を中心に自主的に組織された団体で、
それぞれから活動の内容・活動を始めた理由・地域へ
の思いなどについてお話しいただきました。いずれの

グループも地域での若い世代のつながりをつくりたい
という共通の思いを語られました。
　落合さんからは、自身の三沢地区での活動の事例を
交えながら、「地域活動のきっかけは楽しさや仲間づ
くり」、「家族や仲間や趣味など自分が大事にしている
ものと地域を結び付けることが地域活動のやりがいに
つながる」、「地域のために働く人たちをもっとリスペ
クトして応援することが大切」といった、若手世代が
楽しく地域に関わるための考え方や地域のあり方につ
いてお話しいただきました。
　活動紹介をされたグループの皆さんからは「気持ち
の高め合いや励まし合いの機会になった」、地域自主
組織の役職員の皆さんからは「幅広い方の地域参画に
つながる考え方や取り組みのヒントを得られる講座
だった」といった感想がありました。
　連続講座はどなたでも参加できます。参加募集は、
回ごとに市ホームページなどで行っています。ぜひご
参加ください。

　９月13日、「つながろう！つなげよう！地域づくり連続講座」の第３回を
波多交流センターで開催しました。

【活動紹介をいただいた若手グループ】
◦笑顔（スマイル）（大東町幡屋地区）
◦佐世どげな会（大東町佐世地区）
◦久野若志会（くのわけしかい）（大東久野地区）
◦三新塔を語ろう！青空会議（木次町三新塔地区）
◦ONTAMA（おんたま）（木次町温泉地区）
◦中野貢献隊（三刀屋町中野地区）
◦なちゅらる田井（吉田町田井地区）
◦Project U（プロジェクトユー）（掛合町）
◦地域経営カレッジメンバー（掛合町波多地区）

つながろう！つなげよう！地域づくり連続講座（第３回）つながろう！つなげよう！地域づくり連続講座（第３回）

▲会場の様子 ▲活動紹介の様子

▲  自身の活動内容を
話す落合さん

市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

【問】地域振興課　℡ 0854-40-1013

笑顔

中野貢献隊

久野若志会

なちゅらる田井

【つながろう！つなげよう！地域づくり連続講座】
開催回 開催日 テーマ（概要）

第１回  ７月 ６日（日） 地域自主組織の歩みと持続可能な地域づくり
へ向けて

第２回  ８月30日（土） 地域自主組織の取組を学ぼう

第３回  ９月13日（土） 次世代による地域活動（楽しくがんばる次世
代の地域づくり交流会）

第４回 10月 ６日（月） 地域づくりの協力者「関係人口」づくり
第５回 11月16日（日） 次世代等が地域づくりに関わる仕組みづくり
第６回 12月14日（日） 連続講座の振り返り
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国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

第47話：アメリカの「プランテーション」での違和感第47話：アメリカの「プランテーション」での違和感

　今年、３年ぶりにアメリカへ帰国しました。もともと　今年、３年ぶりにアメリカへ帰国しました。もともと
去年の予定でしたが、兄の結婚式がある今年まで待って去年の予定でしたが、兄の結婚式がある今年まで待って
付き添い役をしに行きました。兄も兄の奥さんもアメリ付き添い役をしに行きました。兄も兄の奥さんもアメリ
カ南部のテネシー州に魅了され、綺麗な「プランテーショカ南部のテネシー州に魅了され、綺麗な「プランテーショ
ン」で結婚式を催しました。ン」で結婚式を催しました。
　「プランテーション」といえば、昔は茶葉や綿を育て　「プランテーション」といえば、昔は茶葉や綿を育て
ていた大規模な農地です。19世紀の壮大な豪邸の魅力ていた大規模な農地です。19世紀の壮大な豪邸の魅力
や歴史を現在でも感じることができます。しかし、アメや歴史を現在でも感じることができます。しかし、アメ
リカをはじめとしたさまざまな国では、悲惨な歴史が思リカをはじめとしたさまざまな国では、悲惨な歴史が思
い出されることがあります。1800年代、奴隷として捕い出されることがあります。1800年代、奴隷として捕
らえられて売られた黒人がアメリカ南部にあった「プラらえられて売られた黒人がアメリカ南部にあった「プラ
ンテーション」で強制労働をさせられていました。南北ンテーション」で強制労働をさせられていました。南北
戦争後、1865年６月19日に奴隷制度が終焉し、「プラ戦争後、1865年６月19日に奴隷制度が終焉し、「プラ
ンテーション」で囚われていた奴隷が解放されました。ンテーション」で囚われていた奴隷が解放されました。
　時代は流れ、現在「プランテーション」の一部の建物　時代は流れ、現在「プランテーション」の一部の建物
は記念館、ワイナリー、多目的ホールなどに改築されては記念館、ワイナリー、多目的ホールなどに改築されて
います。私は「そんな場所で結婚式を行うなんて」と思っいます。私は「そんな場所で結婚式を行うなんて」と思っ

てしまいました。披露宴はもちろん立派で美しかったでてしまいました。披露宴はもちろん立派で美しかったで
すが、「この場所の木が喋れるなら何を語るかな」といすが、「この場所の木が喋れるなら何を語るかな」とい
う違和感も心の隅にありました。う違和感も心の隅にありました。
　しかし、翌日に行ったプランテーションの歴史記念館　しかし、翌日に行ったプランテーションの歴史記念館
では、展示の解説パネルで施設の痛ましい歴史を隠すこでは、展示の解説パネルで施設の痛ましい歴史を隠すこ
となく表記していたことで、私の違和感も消えていきましとなく表記していたことで、私の違和感も消えていきまし
た。時代が流れても、歴史は忘れてはいけないものです。た。時代が流れても、歴史は忘れてはいけないものです。

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ

　このコーナーでは、日本一チャレンジに優しい教育環境で学ぶ市内高校生の姿を伝え
ていきます。今回は三刀屋高校掛合分校が取り組む教育活動についてお知らせします。

　収穫したお米は、道の駅たたらば壱番地での販売調
査活動（10月31日～11月１日）、掛合分校文化祭（11
月７日～８日）、台湾研修旅行（11月16日～19日）
において特別販売を実施する予定です。

【『向き合う。その先に…』 F
フ ェ イ ス
ace i

イット
t .B

ビ ヨ ン ド
eyond t

ザ ッ ト
hat …

　掛高には「本物」がある。】
を合言葉に、これからも地域とともにある学校づくり
を進めます。

 参加した高校生の声 
◦�コンバインに乗ることができて、貴重な経験になった。
◦�いただいたアドバイスを参考に、宇山米の魅力を消
費者の方に伝えたいと思った。

 教員の声 
◦�普段の授業では得られない貴重な学びが多く、生徒
たちも自然の中で生き生きと活動していました。稲
の成長を支えてくださった宇山営農組合の皆様には
心より感謝申し上げます。今回の経験が、生徒たち
の将来にとっても良い糧となることを願っています。

　掛合分校では、雲南市産米の生産から販売を実践するまでのさまざまな体験を通
じた探究学習に取り組んでいます。本年は２年生25人が宇山営農組合（吉田町民谷）
の協力のもと、春の田植えに続き、９月11日には稲刈り体験と高校生目線での販売・
広報戦略について地域の皆さんに提案しました。

HH
ハ ロ ーハ ロ ー

elloello  UU
う ん な んう ん な ん

nnannnan!!

米国テネシー州の「ベル・ミード歴史記念館・ワイナリー」の展示
は奴隷の歴史を丁寧に表記しています。施設内には、ワイナリーや
アイス屋もあります。� 画像：ジャン　スーキ

▲稲刈りをする生徒 ▲提案について意見交換する様子▲集合写真

21 市報うんなん 2025.11

●人件費の状況（令和６年度普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

（令和６年度末） 歳出額　(A) 実質収支 人件費　(B) 人件費率 (B/A)

令和６年度 34,197人 316億5,704万円 3億9,245万円 47億569万円 14.9％

●職員の給与の状況（令和６年度普通会計予算）

区　分 職員数
(A)

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費(B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B)

令和６年度 453人 18億3,613万円 3億6,368万円 7億6,865万円 29億6,846万円 655万円
（注）「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含みません。

●職員の平均給料月額および平均年齢� （令和７年４月１日現在） ●職員の初任給の状況� （令和７年４月１日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 区　分 雲南市 国

一般行政職 352,136円 45.4歳 一般行政職
大学卒 220,000円 220,000円

高校卒 188,000円 188,000円
（注）令和７年度地方公務員給与実態調査に基づくものです。

●職員手当の状況
①期末勤勉手当� （令和７年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

 ６月期 1.25月 1.05月 1.25月 1.05月

12月期 1.25月 1.05月 1.25月 1.05月

計 2.50月 2.10月 2.50月 2.10月

職制上の段階など
による加算措置

役職加算 5～15%
特別職加算 20%

役職加算 5～20%
管理職加算 10～25%

●特別職等の報酬等の状況� （令和７年４月１日現在）
区　分 給料月額等 区　分 期末手当支給割合

給料

市　長 890,000円

期末
手当

市　長 ６月期 1.70月
12月期 1.70月
　　計 3.40月

副市長 721,000円 副市長

教育長 639,000円 教育長

報酬

議　長 434,000円 議　長 ６月期 1.725月
12月期 1.725月
　　計 3.450月

副議長 372,000円 副議長

議　員 345,000円 議　員

●職員数の状況� (各年４月１日現在)

区　分 一般行政
部　　門

教育行政
部　　門

公営企業等
会計部門

（市立病院除く）
合　計

令和７年度 383人 60人 33人 476人

令和６年度 397人 48人 33人 478人

増　 減 ▲14人 12人 0人 ▲2人
（注）１ 雲南市の条例による定員は654人です。
　　 ２  職員数については、令和７年度地方公共団体定員管理調査に
　　　　基づく職員数です。

③扶養手当� （令和７年４月１日現在）
区　　　分 雲南市 国

配偶者 3,000円 3,000円

子 11,500円 11,500円

上記以外の扶養親族（１人につき） 6,500円 6,500円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末
までの子に対する加算額（1人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当� （令和７年４月１日現在）

貸家居住者 月額16,000円を超える家賃を支払っている職員に
対して28,000円を限度に支給

⑤通勤手当� （令和７年４月１日現在）

交 通 機 関
利 用 者

交通機関等を利用して通勤する職員に対して
55,000円を限度に運賃等相当額を支給

交 通 用 具
利 用 者

自動車等を利用して2km以上通勤する職員に対して、
通勤距離区分により26,500円を限度に支給

⑥地域手当� （令和７年４月１日現在）

東京都特別区20%　大阪市16%　広島市10%　東広島市3%

②退職手当� （令和７年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

自己都合 定年 ･ 勧奨 自己都合 定年 ･ 勧奨
勤続20年 19.6695月 24.586875月 19.6695月 24.586875月

勤続25年 28.0395月 33.27075月 28.0395月 33.27075月

勤続35年 39.7575月 47.709月 39.7575月 47.709月

最高限度額 47.709月 47.709月 47.709月 47.709月

平均支給額 910万円 2,234万円
（注） 「平均支給額」は、前年度に退職した職員に支給された退職手当

の 1 人当たりの平均額です。

この概要版は、給与・定員管理などについて公開する情報の一部を抜粋したものです。
このほかの情報については、市ホームページに掲載しています。

　　　【問】人事課　℡0854-40-1024

雲南市の給与・定員管理など　概要版
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第三セクターなどの業務内容と経営状況第三セクターなどの業務内容と経営状況
　令和６年度末現在、市が25％以上出資または出

しゅつえん
捐する法人（第三セクター・財団法人・土地開発公社）

は５つあります。このうち、地方自治法第243条の３第２項の規定により市議会に報告した、土地開発
公社と市の出資割合が50％以上の第三セクターおよび財団法人について、令和６年度の経営状況をお
知らせします。併せて、市の出資割合が50％以下の第三セクターである株式会社吉田ふるさと村の概
要をお知らせします。
　市では、決算資料などに基づく、定期的な点検評価を行いながら、より一層効果的で効率的な法人運
営となるよう努めます。

総 収 入 ７億223万円　※指定管理料2億9,189万円を含む

当期純利益 427万円 利益剰余金 1億782万円 純 資 産 1億3,782万円

株式会社 株式会社 キラキラ雲南キラキラ雲南
設立年月日 平成６年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
3，000万円
（80.0％）

主な業務内容

◇文化・スポーツ事業の企画運営
◇「加茂文化ホールラメール」、「木次経済文
化会館チェリヴァホール」、｢古代鉄歌謡館｣、
｢三刀屋文化体育館アスパル｣、「加茂Ｂ＆Ｇ
海洋センターラソンテ｣、｢加茂中央公園｣、
｢大東公園｣、「勤労青少年ホーム」、「加茂健
康福祉センターかもてらす」の施設管理運
営
◇市立図書館運営業務
◇各種商品などの販売

雲南都市開発株式会社雲南都市開発株式会社
設立年月日 平成２年４月２日 資本金額

（市の出資割合）
1，300万円
（86.2％）

主な業務内容

◇特産品販売
◇「おろち湯ったり館」、｢サンワーク木次｣、
｢健康の森｣、「三刀屋公園」の施設管理運営
◇不動産賃貸業
◇雲南市中心市街地活性化業務

総 収 入 1億3,842万円　※指定管理料4,594万円を含む

当期純利益 △281万円 利益剰余金 2,054万円 純 資 産 3,354万円

公益財団法人 公益財団法人 鉄の歴史村地域振興事業団鉄の歴史村地域振興事業団
設立年月日 昭和63年11月16日 資本金額

（市の出捐割合）
1，000万円
（60.0％）

主な業務内容

◇たたら製鉄に関する史資料の蒐集・調査・
報告および体験・展示事業の企画運営
◇ ｢菅谷たたら山内および周辺施設｣、｢鉄の
歴史博物館｣、「雲南市和鋼生産たたら体験
交流施設」の施設管理運営

総 収 入 4,080万円　※指定管理料1,820万円を含む

一般正味財産
増　 減 　 額 △322万円 一般正味財産

期 末 残 高 1,996万円 正 味 財 産
期 末 残 高 3,176万円

雲南市土地開発公社雲南市土地開発公社
設立年月日 昭和50年５月29日 資本金額

（市の出資割合）
500万円
（100.0％）

主な業務内容

◇�公共用地、公用地等の取得、管理、処分
　など

総 収 入 1億7,033万円

当期純利益 1,913万円 累積準備金 6億1,449万円 純 資 産 6億1,949万円

【問】政策推進課　℡ 0854-40-1011

株式会社 株式会社 吉田ふるさと村吉田ふるさと村
設立年月日 昭和60年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
6，000万円
（25.0％）

主な業務内容

◇農林産物加工食品の製造販売
◇管工事、下水道施設工事
◇雲南市民バス ｢広域路線バス｣、｢吉田地域バ
ス（予約型バス含む）｣ の運行管理業務
◇国民宿舎 ｢清嵐荘｣ の施設管理運営
◇旅行業

※経営状況については、市からの出資割合が※経営状況については、市からの出資割合が
50％以上の第三セクターと財団法人のみ50％以上の第三セクターと財団法人のみ
掲載しています。掲載しています。
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そ
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他
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ら
せ

お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
　

　
次
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

　
イ
ン
バ
ー
タ
ー
発
電
機

　
原は
ら

　
　
　
賢け
ん

次じ

さ
ん（
加
茂
町
）

　
書
籍

　
益ま
す

田だ

　
　
玲れ
い

子こ

さ
ん（
出
雲
市
）

◎
加
茂
図
書
館

　
図
書

　
雲
南
地
区
保
護
司
会
加
茂
支
部

（
加
茂
町
）

◎
吉
田
中
学
校

　
木
製
ベ
ン
チ

　
株
式
会
社
た
な
べ
た
た
ら
の
里

（
吉
田
町
）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

人
権
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
事

や
困
り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
大
東
町
】

開
設
日
：
12
月
３
日
㈬

時
　
間
：
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

【
加
茂
町
】

開
設
日
：
12
月
４
日
㈭

時
　
間
：
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

【
木
次
町
】

開
設
日
：
12
月
３
日
㈬

時
　
間
：
13
時
か
ら
16
時
ま
で

場
　
所
：
木
次
経
済
文
化
会
館

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
三
刀
屋
町
】

開
設
日
：
12
月
９
日
㈫

時
　
間
：
13
時
か
ら
16
時
ま
で

場
　
所
：
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

【
吉
田
町
】

開
設
日
：
12
月
１
日
㈪

時
　
間
：
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

場
　
所
：
吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
掛
合
町
】

開
設
日
：
12
月
４
日
㈭

時
　
間
：
９
時
か
ら
11
時
ま
で

場
　
所
：
掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー

【問】都市計画課　℡ 0854-40-1064

　国土交通省松江国道事務所では、三刀屋町三刀屋地内にて一般
国道54号の円滑な交通と交通安全の確保などを目的とした道路
整備事業を進めており、現在は４車線整備を行う延長0.5km区
間の通行形態を変更する工事を行っています。
　工事期間中はご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。事業区間の工事完了後は、新たに上下分離（セパレー
ト）の４車線で利用可能になります。

現況

上下線分離後【10月15日～】

通行にあたっては、現地の案内標識等をご確認いただき、安全運転をお願いします。

問い合
わせ先

国土交通省
中国地方整備局 TEL.

〒690-0017 島根県松江市西津田２丁目６番28号 （夜間・休日用　TEL.0852-26-0611）
松江国道事務所 0852-26-2131

一般国道
三刀屋町三刀屋54号の車線を 上り線 下り線と

　　

に分離します
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お
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せ
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子
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保
健
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福
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イ
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報

そ
の
他

11
月

い
い

30
日

み
ら
い

は
「
年
金
の
日
」

市
民
生
活
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
厚
生
労
働
省
で
は
、〝「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」等
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
し
て
い
た
だ
く
日
〟
と
し
て
、

11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
で
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金

見
込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
い
つ
で
も
自
身
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
自
身
の
年
金

記
録
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設

定
し
、
年
金
見
込
額
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

https://w
w

w.nenkin.go.jp/n_
net/

女
性
弁
護
士
相
談

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４-

42-

５
６
７
８

　
法
律
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
希

望
さ
れ
る
女
性
を
対
象
に
、
女
性

弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま

す
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相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
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【
日
時
】
12
月
５
日
㈮ 

13
時
30
分

か
ら
15
時
40
分
ま
で
（
４
枠
・
先

着
順
）

【
会
場
】男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

【
相
談
の
内
容
例
】

　
結
婚
、
離
婚
、
養
育
費
、
慰
謝

料
、
養
子
縁
組
、
パ
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ト
ナ
ー
等

か
ら
の
暴
力
、
財
産
の
相
続
、
借

金
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返
済
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セ
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パ
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ラ
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カ
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な
ど
で
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み

の
方
は
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だ
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【
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込
先
】

℡
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
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ル
）

若
者
向
け
お
仕
事・暮
ら
し

の
相
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所「
う
ん
な
ん
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アcafe

」　
　
　
　
　
　
　
　

う
ん
な
ん
暮
ら
し
推
進
課

℡
０
８
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４-

40-

１
０
１
４

　
若
者
世
代
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
進

め
る
た
め
、
仕
事
や
暮
ら
し
の
相

暮
ら
し
・
手
続
き

暮
ら
し
・
手
続
き

13
年
を
経
過
し
た
軽
自
動

車
の
軽
自
動
車
税
種
別
割

税
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
の
た
め

初
回
検
査
（
新
車
登
録
時
）
か
ら

13
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車
（
三

輪
・
四
輪
）
は
、
税
額
が
高
く
な

り
ま
す
（
重
課
）。

　
令
和
８
年
度
に
重
課
の
対
象
と

な
る
の
は
、「
初
度
検
査
年
月
」

が
平
成
25
年
３
月
以
前
の
車
両
で

す
。
中
古
車
な
ど
を
購
入
さ
れ
る

場
合
も
、
購
入
日
で
は
な
く
新
車

登
録
時
の
「
初
度
検
査
年
月
」
に

よ
り
税
額
が
決
ま
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

初
度
検
査
年
月
は
自
動
車
検
査

証
（
車
検
証
）
の
上
段
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

談
窓
口
と
し
て
「
う
ん
な
ん
キ
ャ

リ
アcafe

」
を
始
め
ま
し
た
。
相

談
ス
タ
ッ
フ
が
話
を
聞
き
、
あ
な

た
に
合
っ
た
働
き
方
や
暮
ら
し
方

を
考
え
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

相
談
方
法
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
対
面

の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
対
象
】

　
10
代
か
ら
30
代
ま
で
で
次
の
条

件
を
両
方
満
た
す
方

・ 

雲
南
市
在
住
か
、
こ
れ
か
ら
住

み
た
い
方

・ 

就
職
先
を
探
し
た
い
方
か
、
転

職
を
考
え
て
い
る
方

※ 

保
護
者
な
ど
本
人
以
外
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
料
】
無
料

【
所
要
時
間
】

　
短
時
間
か
ら
対
応
可
能
（
最
大

60
分
）

【
申
し
込
み
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
）
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
確
認
後
、
事

務
局
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
間
】

　
令
和
８
年
３
月
６
日
㈮
ま
で

【
事
務
局
】一
般
社
団
法
人 um

i

✉um
i-career@

um
ium

.com

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は 

  「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す

総
務
課

℡
０
８
５
４-
40-

１
０
２
１

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で

は
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
理
解
と
配
慮
を
重
点
的
に
呼

び
か
け
る
た
め
、
国
が
定
め
た
週

間
で
す
。

　
被
害
者
の
方
な
ど
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
生
活
の
平
穏
へ
の
配

慮
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

口座振替の方は、前日までに
残高を確認してください。

今月の税金
●国民健康保険料【第５期】
●後期高齢者医療保険料【第５期】

納期限は12月1日（月）です。

●令和８年度より重課となる軽自動車の税額
　（初度検査年月が平成24年４月から平成25年３月までの車両）　

区　分 令和７年度の税額 令和８年度以降の
税額

四

　輪

乗 

用
自家用 ７，２００円 １２，９００円
営業用 ５，５００円 　８，２００円

貨 

物
自家用 ４，０００円 　６，０００円
営業用 ３，０００円 　４，５００円

三　輪 ３，１００円 　４，６００円

〈市ホームページ〉
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「女性に対する暴力をなくす運動」を実施します

【問い合わせ先・相談機関】
　雲南市男女共同参画センター相談専用ダイヤル　℡0854-42-3838（8:30～17:00、土・日・祝日を除く）
　島根県女性相談センター　℡0852-25-8071（8:30～17:00、祝日を除く）＊土・日曜日は電話相談のみ
　出雲児童相談所　℡0853-21-8789（8:30～17:00、土・日・祝日を除く）	
　警察の相談窓口（島根県警察相談センター）＃９１１０（24時間対応）

　暴力は、性別や間柄を問わず決して許されるものではありませんが、中でも女性に対する暴力（配
偶者等からの暴力、性犯罪、ストーカー、売買春、人身取引、セクシャル・ハラスメントなど）は、
女性の人権を著しく侵害するものであり、決して許されない行為です。

　女性に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリボンにちなんで、紫色のイルミネーションライトを
使って「パープルリボン」と「ＳＴＯＰ ＤＶ」の文字を表示し、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く
呼び掛けるとともに「ひとりで悩まず、まずは相談してください」というメッセージを発信します。

【日時】11月12日㈬～25日㈫	17:00～20:00　　【実施施設】雲南市役所

　DVやデートDVは親密な間柄で行われるため、周囲から気付かれにくいものです。また、あなたが
「ちょっと我慢すれば」と思っていることも暴力かもしれません。不安に思っていること、心配している
こと、迷っていることを話せる場所があります。ひとりで抱え込まず、まずは話してみませんか。

◆「権力」と「支配」
DV・デートDVともに、本来は対等なはずの
パートナー間で、一方だけが「権力」を持ち、
暴力による「支配」を行う行為です。

◆DV（ドメスティック・バイオレンス）
一般的には夫婦や内縁関係など親密な関係の間
で起こる暴力のことです。子どもの目の前で
配偶者を殴ったり怒鳴りつけたりする「面前
DV」は児童虐待に当たり、子どもの心身の発
達に深刻な悪影響を及ぼします。

◆デートDV
高校生や大学生を含む若者など交際中のカップ
ルの間で起こる暴力のことです。

身体的な暴力
殴る・蹴る・つねる・髪を引っ張る・
刃物などで脅す・物を投げ付ける　な
ど

精神的な暴力

大声で怒鳴る・バカにする・無視をす
る・行動を監視、制限する・交友関係
を制限する・メールなどをチェックす
る　など

経済的な暴力

生活費を渡さない・借りたお金を返さ
ない・デート費用を全く払わない・貯
金を勝手に使う・外で働かせない・仕
事を辞めさせる　など

性的な暴力 無理やり性的行為をする・避妊に協力
しない　など

パープル・ライトアップを実施します

DV・デートDVとは

ひとりで悩まず、相談してください

暴力にはさまざまな種類があります

11月12日～
25日

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉

令
和
８
年
度
　
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

入
所
申
し
込
み
　
　
　

こ
ど
も
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-
１
０
４
４

　
令
和
８
年
度
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
・
幼
稚
園
の
入
所
申
し
込

み
の
受
付
期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
１
日
㈪
か
ら
12
月
18
日
㈭

ま
で

　
申
し
込
み
方
法
や
対
象
要
件
な

ど
、
詳
し
く
は
市
報
12
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
施
設
の

様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健康推進課　℡0854－40－1045

毎月１９日は食育の日
災害にそなえよう

いつ起こるかも知れな
い災害を意識し、非常
時のための食料品を備
蓄しておきましょう。
          【出典：農林水産省】
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【問】こども家庭支援課（雲南市こども家庭センター）　℡ 0854-40-1067・出雲児童相談所　℡ 0853-21-0007
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そ
の
他

〇ま
る
〇ま
る
カ
フ
ェ
～
お
や
こ
の

た
め
の
お
は
な
し
会
～
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
障
が
い
福
祉
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
雲
南
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援

協
議
会（
※
）
雲
南
市
地
域
部
会
児
童

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
育
て
て

い
る
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
相
談
会
「
○ま
る

○ま
る

カ
フ
ェ
～
お
や
こ
の
た
め
の
お
は

な
し
会
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
将
来
・
生
活
・
子

育
て
・
教
育
・
健
康
・
心
配
事
な

ど
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

（
申
し
込
み
不
要
）。

※ 

雲
南
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援

協
議
会
：
地
域
内
の
障
が
い
福

祉
事
業
所
等
で
連
携
し
、
障
が

い
児
（
者
）
な
ど
へ
の
支
援
体

制
に
関
す
る
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
る
協
議

会
。

【
日
時
】

　
11
月
４
日
㈫
12
時
か
ら
15
時
ま

で【
会
場
】
雲
南
市
役
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
℡
０
８
５
４-

47-

７
１
０
１

自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

℡
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

 

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校 

　 

生
徒
（
男
子
）

　
将
来
、陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
方
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対
象
に
採

用
す
る
制
度
で
す
。

【
募
集
種
目
】

　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
（
男
子
）

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
男
子
の
中

学
校
卒
業
者
（
見
込
み
含
む
）
で

17
歳
未
満
の
方

【
採
用
予
定
日
】

　
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

〇
推
薦

※ 

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な

ど
に
顕
著
な
実
績
を
収
め
、
学

校
長
が
推
薦
で
き
る
方

【
試
験
種
目
】

　
口
述
試
験
、
筆
記
試
験
（
教
養

試
験
）、
作
文
、
身
体
検
査

【
応
募
締
切
日
】
11
月
28
日
㈮

【
試
験
期
日
】

募
　集

募
　集

市
営
住
宅
な
ど
の 

　
　
　
　
　
入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
な
ど

【
募
集
期
間
】

　
11
月
５
日
㈬
か
ら
11
月
12
日
㈬

17
時
締
め
切
り

【
募
集
団
地
】

　
10
月
31
日
㈮
に
島
根
県
住
宅
供

給
公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
11
月
１

日
㈯
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

〈市ホームページ〉

し
ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　
　
　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
℡
０
８
５
４-

47- 

７
１
５
１

　
令
和
８
年
１
月
10
日
㈯
か
ら
12

日
㈪
㈷
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
１

日【
試
験
会
場
】

　
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

 

〇
一
般
　

【
試
験
種
目
】

（
１
次
）

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
社
会
・
理

科
・
数
学
・
英
語
）、
作
文

（
２
次
）

　
口
述
試
験
、
身
体
検
査

【
応
募
締
切
日
】

　
令
和
８
年
１
月
15
日
㈭

【
試
験
期
日
】

（
１
次
）
１
月
24
日
㈯

（
２
次
）
２
月
14
日
㈯

【
試
験
会
場
】

（
１
次
）松
江
市
内
か
浜
田
市
内
の

い
ず
れ
か

（
２
次
）陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

※ 

試
験
期
日
・
会
場
な
ど
に
つ
い

て
、
変
更
・
中
止
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

手　話　体　験　教　室
　気軽に手話を体験してみませんか。手話初心者の方を対象とした体験教室を開催します。
【日　時】12月５日㈮14時から16時30分まで　　【場　所】下熊谷交流センター
【対　象】雲南圏域に在住・在勤の方（おおむね高校生以上）
【参加料】無料（※事前申し込みが必要です）
【問い合わせ・申込先】�（社福）雲南広域福祉会　地域活動支援センターパレット 

℡0854－45－0020／

●地●庁●交●伯●健●申●問●地

0854－45－2895
【問】長寿障がい福祉課　℡ 0854-40-1042

イベント情報イベント情報
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そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

令
和
７
年
度 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

木
次
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
８
０

　
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
が
運
営
す
る

施
設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

鉄
の
歴
史
博
物
館 

　
　
　
　
　
秋
季
企
画
展

文
化
財
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
７
５

　
鉄
の
歴
史
博
物
館
秋
季
企
画
展

「
生
誕
１
４
０
年
回
顧
展
　
西に
し

堀ぼ
り

刀と
う

水す
い

－

鍛か

冶じ

祖そ

神し
ん

御み

像ぞ
う

を
中
心
に

－

」
が
開
催
中
で
す
。

　
鉄
の
歴
史
博
物
館
で
は
、
日
本

画
家
の
西
堀
刀
水
が
昭
和
期
に
描

い
た
作
品
「
鍛
冶
祖
神
御
像
」
を

所
蔵
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
か

ら
西
堀
刀
水
の
事
績
を
継
続
調
査

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、

彼
が
近
代
京
都
の
日
本
画
家
と
し

て
特
筆
す
べ
き
人
物
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
覧
会
は
こ
の
西
堀
刀
水
の

事
績
と
「
鍛
冶
祖
神
御
像
」
を
は

じ
め
と
し
た
30
点
の
作
品
の
調
査

結
果
の
報
告
展
示
で
す
。

　
展
覧
会
会
期
が
終
了
す
る
令
和

８
年
は
西
堀
刀
水
の
生
誕
１
４
０

年
の
記
念
の
年
で
も
あ
り
、
今
回

の
展
示
が
こ
れ
ま
で
歴
史
の
中
に

埋
も
れ
て
き
た
西
堀
刀
水
の
業
績

を
顕
彰
す
る
機
会
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

【
場
所
】
鉄
の
歴
史
博
物
館

【
展
示
期
間
】

　
令
和
８
年
１
月
31
日
㈯
ま
で

※ 

開
館
時
間
：
９
時
か
ら
17
時
ま

で
（
最
終
入
館
受
付
16
時
）

※ 

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
）

【
入
館
料
】
一
般
５
８
０
円
、
小
・

中
学
生
２
９
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鉄
の
歴
史
博
物
館

　
℡
０
８
５
４-

74-

０
０
４
３

　

✉zaitetsu@
i-yum

e.ne.jp

〈ジョブカフェしまね
ホームページ〉

テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
、

三
新
塔
あ
き
ば
協
議
会
が
三
新
塔

交
流
セ
ン
タ
ー
に
防
災
備
品
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　
停
電
時
に
使
用
す
る
発
電
機
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
、
コ
ー
ド
リ
ー
ル
、
手
回
し
充

電
ラ
ジ
オ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
大

型
扇
風
機
、
避
難
時
に
使
用
す
る

担
架
、
避
難
所
を
開
設
し
た
際
に

使
用
す
る
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
間

仕
切
り
テ
ン
ト
、
毛
布
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
防
災
訓
練
や
災
害
時
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

　（
誤
）
約
86
％

　
　
　
　
↓

　（
正
）
そ
の
う
ち
約
94
％

●
市
報
う
ん
な
ん
９
月
号 

19
ペ
ー
ジ

■
お
詫
び
と
訂
正

　
９
月
号
の
掲
載
内
容
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

ま
す
。

食卓に卓上調味料を置かない
食卓に調味料を置くと、つい手を出して多
めにかけてしまいがちです。できるだけ食
卓には置かないようにしましょう。

【問】健康推進課　℡0854-40-1045

うんなん愛の減塩プロジェクト塩分をひかえるコツ

「
学
生
向
け
リ
ア
ル
で
つ
な

が
る
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
！

～
し
ま
ね
ジ
ャ
ン
ボ
企
業

博
～
」
参
加
者
募
集

商
工
振
興
課

℡
０
８
５
４-
40-

１
０
５
２

　
大
学
な
ど
に
在
学
中
の
学
生
、

既
卒
３
年
以
内
の
方
、
若
年
・
一

般
求
職
者
、
保
護
者
を
対
象
に
、

約
１
６
０
社
の
県
内
企
業
が
集
合

し
、
企
業
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
相
談
・
職
業
興
味
検
査
コ
ー

ナ
ー
や
大
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

友
人
や
保
護
者
と
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
県
内
の
学
校
や
県
外
か

ら
の
無
料
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

　
12
月
27
日
㈯
10
時
30
分
か
ら
16

時
ま
で

【
場
所
】

　
島
根
県
立
産
業
交
流
館
く
に
び

き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
℡
０
１
２
０-

67-

４
５
１
０

間仕切りテント ガス式発電機

手回し充電ラジオ ガソリン式発電機

担  架
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・ 母がテレビショッピングでマッサージ器を購入したが、叩く力が強くて使えないと感じたため返品を申
し出たが、事業者は応じなかった。

・ テレビショッピングでポータブルバッテリーを購入した。よく考えたら不要なのでキャンセルしたい。
・ 父がテレビショッピングで真空ポンプと真空保存袋を注文した。電話で定期購入を勧められ、断ったに

も関わらず定期購入になっていた。
・ 認知症の母がテレビショッピングで次々と健康食品を注文してしまう。母からの注文は全て断るよう申

し出る先はあるか。

・ 商品が自身に合わないため使用できない、イ
メージと異なる。

・ 返品や解約ができないことがある。
・ 定期購入に関する相談が見られる。
・ 契約者以外の家族などからの相談も見られる。

・ テレビ広告の情報だけでなく、電話口でも商品につ
いてよく確認しましょう。

・ 返品・解約条件を確認しましょう。
・ 意図せず定期購入になっていないか確認しましょう。
・ 判断力が低下した高齢の家族が次々と購入してしま

う場合は、販売事業者へ相談しましょう。　　
◯ 困ったときは、一人で悩まずに、すぐに雲南市消費生活センターなど（消費者ホットラインは局番なし

の１８８）に相談してください。

テレビショッピングに係る消費者トラブル
－テレビ広告の情報だけでなく、電話口でも商品や契約条件などをよく確認しましょう－

相談事例

相談事例からみる特徴 消費者へのアドバイス

くらしの消費生活窓口

【相談・問・出前講座依頼先】雲南市消費生活センター　℡ 0854-40-1123　FAX  0854-40-1039

出雲國たたら風土記 ～ 鉄づくり千年が生んだ物語 ～
いずものくに

日本遺産シリーズ日本遺産シリーズ日本遺産シリーズ

出雲國たたら風土記 ～ 鉄づくり千年が生んだ物語 ～
いずものくに

日本遺産シリーズ日本遺産シリーズ日本遺産シリーズ

　地域に点在する文化や風習、文化財などを一つの「ストーリー」として文化庁が認定している日
本遺産。そんな日本遺産に、この地域のたたら製鉄（日本古来の鉄づくり）に関するストーリーが
「出雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」とし
て認定されています。
　ここでは、日本遺産の構成地域である安来市・雲南市・奥
出雲町が共同して、日本遺産の構成文化財を紹介します。

　絲原家住宅は、たたら製鉄で財をなした鉄
てっ

師
し

頭取の住まい
です。大正13（1924）年に建築された近代和風建築は、母
屋ほか８棟が国登録有形文化財に登録されています。
　四季折々の彩りを見せる美しい出雲流庭園は、元はたたら
製鉄の原料である砂鉄を採取した場所で、江戸時代末期から
築庭にかかり、約50年をかけて完成したと言われています。
贅を凝らした佇まいは、松江藩主のほか与謝野晶子をはじめ、
国内外の文化人も多く訪れています。

絲原家住宅（奥出雲町）

【問】観光振興課　℡ 0854-40-1054 絲原家庭園絲原家庭園
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感謝の手紙日本一短い vol. 125　 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）
℡0854-40-1073

　
　

母
へ

　
毎
日
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
　
○
○
へ

　「
今
日
お
い
し
か
っ
た
よ
！
」
と
言
っ
て
く
れ

た
日
、
最
高
に
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

　
　
母
へ

　
毎
日
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

　
　
息
子
へ

　
毎
日
、お
弁
当
を
食
べ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

し
っ
か
り
食
べ
て
勉
強
が
ん
ば
っ
て
ね
。
弁
当
箱

も
洗
っ
て
く
れ
て
助
か
る
よ
。

　
　
お
母
さ
ん
へ

　
毎
日
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
今

度
自
分
で
作
っ
た
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い

で
す
。

　
　
息
子
へ

　「
お
い
し
か
っ
た
よ
。」
の
一
言
が
本
当
に
う
れ

し
い
よ
。
い
つ
も
や
さ
し
い
気
持
ち
を
あ
り
が
と

う
。
楽
し
み
だ
な
。

　
　
友
だ
ち
へ

　
あ
な
た
か
ら
の
「
お
は
よ
う
」
が
大
好
き
で
、

そ
の
一
言
だ
け
で
心
が
あ
た
た
か
く
な
る
よ
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
。

	
	

　
　
兄
へ

　
お
年
玉
あ
り
が
と
う
。
大
切
に
使
う
よ
。
感
謝

し
て
い
ま
す
。	

	

　
　
父
・
母
へ

　
遠
く
の
学
校
に
通
う
た
め
に
毎
日
朝
早
い
時
間

に
送
り
迎
え
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
　
娘
へ

　
夜
勤
明
け
に
も
送
迎
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

毎
日
お
酒
を
飲
む
習
慣
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
休

肝
日
が
出
来
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
妹
へ

　
体
調
が
悪
い
時
、
飲
み
物
と
か
す
ぐ
持
っ
て
き

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
け
ん
か
も
す
る
け
ど
毎

日
元
気
も
ら
え
て
ま
す
！

　
　
姉
へ

　
こ
ち
ら
こ
そ
、
い
つ
も
あ
そ
ん
で
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
あ
そ
ん
で
ね
！
ケ
ン
カ
の

時
、
き
ら
い
と
か
言
う
け
ど
大
好
き
。

　
　
お
母
さ
ん
へ

　
い
つ
も
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

す
ご
く
お
い
し
い
よ
。
今
度
、
一
緒
に
弁
当
作
ろ

う
ね
。		

　
　
弟
へ

　
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
た
お
か
げ
で
楽
し
い
時
間
が
い
っ
ぱ

い
増
え
た
よ
。
あ
り
が
と
う
。

　
　
祖
父
母
へ

　
い
つ
も
気
に
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
言
葉
や
お
礼
は
言
え
な
い
け
ど
感

謝
し
て
い
ま
す
。
長
生
き
し
て
ね
。

　
　
母
へ

　
い
つ
も
私
の
し
た
い
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を

応
援
し
て
、背
中
を
押
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

今
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。	

	

　
　
友
達
へ

　
い
つ
も
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
遊
ん
で
写
真
撮
っ
て
思
い
で

つ
く
ろ
う
ね
！
ず
っ
と
よ
ろ
し
く
。	

　
　
友
達
へ

　
こ
ち
ら
こ
そ
、
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
。
そ
し
て

よ
ろ
し
く
ね
。

　
　
友
達
へ

　
い
つ
も
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
た

く
さ
ん
話
し
た
り
笑
い
合
え
る
最
高
の
親
友
だ

よ
!!
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

　
　
友
達
へ

　
こ
ち
ら
こ
そ
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！
私
が
な
や

ん
で
い
る
時
に
い
つ
も
声
を
か
け
て
く
れ
て
う
れ

し
い
で
す
。
ず
っ
と
よ
ろ
し
く
。

　
　
友
達
へ

　
い
つ
も
釣
ら
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
君
の

引
き
は
バ
ツ
グ
ン
に
楽
し
か
っ
た
ぞ
！
ま
た
釣
ら

れ
て
俺
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
。

　
　
先
生
へ

　
困
っ
た
時
に
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
楽
し
い
中
学
校
生
活
に

な
り
ま
し
た
。	
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図 書 館 だ よ り
市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内

▼鳥
と

谷
や

芳
よし

雄
お

「続
ぞく

 歴
れき

史
し

の風
ふう

景
けい

を読
よ

む」▼恩
おん

田
だ

 陸
りく

「酒
しゅ

亭
てい

D
ダークネス

ARKNESS」▼原
はら

田
だ

ひ香
か

「一
ひと

橋
つば

桐
しき

子
りこ
〈79〉の相

そう

談
だん

日
にっ

記
き

」▼額
ぬか

賀
が

 澪
みお

「天
てんさいぼうえんきょう

才望遠鏡」▼伊
い

吹
ぶき

有
ゆ

喜
き

「鎌
かま

倉
くら

茶
さ

藝
げい

館
かん

」▼藤
ふじ

岡
おか

陽
よう

子
こ

「春
はる

の星
ほし

を一
いっ

緒
しょ

に」▼門
かど

井
い

慶
よし

喜
のぶ

「天
てん

下
か

の値
ね

段
だん

」▼小
こ

池
いけ

昌
まさ

代
よ

「C
クラウド
loud o

オ ン
n t

ザ
he 空

あ
き家

や
」▼下

しも

村
むら

敦
あつ

史
し

「暴
ぼう

走
そう

正
せい

義
ぎ

」▼山
やま

口
ぐち

未
み

桜
お

「白
びゃ

魔
くま

の檻
おり

」▼
高
たか

田
だ

晃
こう

太
た

郎
ろう

「ロバのクサツネと歩
ある

く日
に

本
ほん

」▼椰
や

月
づき

美
み

智
ち

子
こ

「９
く

月
がつ

１
つい

日
たち

の朝
あさ

へ」▼辻
つじ

堂
どう

ゆめ「今
き ょ う

日未
み

明
めい

」▼楡
にれ

 
周
しゅう

平
へい

「飛
と

博
ばく

」▼吉
よし

本
もと

ばなな「ヨシモトオノ」▼又
また

吉
よし

直
なお

樹
き

、ヨシタケシンスケ「本
ほん

でした」▼長
なが

岡
おか

弘
ひろ

樹
き

「新
しん

・
教
きょうじょう

場②」▼坂
さか

岡
おか

 真
しん

「はぐれ又
また

兵
べ

衛
え

例
れい

繰
くりひかえ

控⑪」▼ハンガン「涙
なみだ

の箱
はこ

」▼リース・ボウエン「貧
びん

乏
ぼう

お嬢
じょう

さま
と消

き
えた女

じょ
王
おう

」▼小
お

川
がわ

 糸
いと

「いとしきもの」▼平
へい

凡
ぼん

社
しゃ

編
へん

集
しゅ

部
うぶ

 編
へん

「作
さっ

家
か

と山
やま

」▼夏
なつ

井
い

いつき「夏
なつ

井
い

いつきの
『凡

ぼん
人
じん

俳
はい

句
く

』からの脱
だっしゅつ

出」▼ジェーン・スー「介
かい

護
ご

未
み

満
まん

の父
ちち

に起
お

きたこと」▼櫻
さく

庭
らば

由
ゆ

紀
き

子
こ

「ラフカディオ・ハー
ンが愛

あい
した妻

つま
小
こい

泉
ずみ

セツの生
しょうがい

涯」▼田
た

中
なか

ひかる「明
めい

治
じ

のナイチンゲール大
おおぜきちかものがたり

関和物語」▼工
く

藤
どう

孝
たか

文
ふみ

「『長
なが

生
い

き
する人

ひと
』の習

しゅうかん
慣、ぜんぶ集

あつ
めました。」▼かまど、みくのしん「本

ほん
が読

よ
めない33歳

さい
が国

こく
語
ご

の教
きょ

科
うか

書
しょ

を読
よ

む」
▼『Ｐ

ピーエイチピー

ＨＰ』編
へん

集
しゅ

部
うぶ

 編
へん

「80代
だい

から人
じん

生
せい

を楽
たの

しむ人
ひと

、後
こう

悔
かい

する人
ひと

」▼渡
わた

部
なべ

亜
あ

矢
や

「見
み

てすぐできる！図
ず

解
かい

60
歳
さい

からの『紙
かみ

モノ』整
せい

理
り

」▼桶
おけ

井
い

 道
どん

、堀
ほっ

田
た

孝
たか

之
ゆき

 文
ぶん

・構
こう

成
せい

「時
とき

をかける貯
ちょ

金
きん

ゼロおじさん」▼山
やま

村
むら

 聡
そう

「血
けっ

糖
とう

値
ち

を下
さ

げる食
しょ

事
くじ

法
ほう

について、実
じっ

際
さい

に試
ため

してみた」▼土
つち

屋
や

タダヒロ「がんばらないずぼら和
わ

菓
が

子
し

」▼小
こば

林
やし

桂
けい

樹
じゅ

「その家
いえ

が『空
あ

き屋
や

問
もん

題
だい

』になる前
まえ

に読
よ

む本
ほん

」▼鍵
かぎ

屋
や

 一
はじめ

 監
かんしゅう

修「だれでも防
ぼう

災
さい

」▼タイチョー「N
エヌジー

G
行
こう

動
どう

がわかる防
ぼう

災
さい

事
じ

典
てん

」▼読
どく

書
しょ

工
こう

房
ぼう

 編
へん

「肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

の子
こ

どもの読
どく

書
しょ

を支
ささ

える」▼文
ぶんかしゅっぱんきょく

化出版局 編
へん

「毎
まい

日
にち

のバッ
グと帽

ぼう
子
し

  エコアンダリヤで編
あ

む」▼倉
くら

橋
はし

孝
たか

夫
お

、大
おお

畑
はた

和
かず

也
や

「基
き

礎
そ

からわかるおいしい果
か

樹
じゅ

栽
さい

培
ばい

の教
きょ

科
うか

書
しょ

」

新着の本（抄） 　市内図書館どこでも借りることができます。貸し出し中の場合は予約（取り寄せ含む）
ができます。各館へ問い合わせください。本の検索には、上記二次元コードの市立図書館ホー
ムページ《蔵書検索》を利用してください。 

三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：�毎週月曜日、祝日の翌日�

※3日（月・祝）、24日（月・振）�
は開館します。4日（火）、�
5日（水）、25日（火）、26日
（水）は休館します。

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：�火・金曜日�8:30～18:00�

水・木・土曜日　8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内
木次図書館　℡0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日    毎週月曜日、２日（日）※古本市開催のため、３日（月・祝）、 

23日（日・祝）、25日（火）（振替休館日）　図書整理日：30日（日）
 イベント案内イベント案内     ☆古本市　２日（日）　10:00～15:00　※当日は休館 

☆おはなしレストラン　９日（日）（要申し込み） 
　0・1・2レストラン（乳幼児向け）10:15～、おおきい子レストラン（幼児～小学生向け）11:00～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　℡0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日    毎週金曜日、３日（月・祝）、23日（日・祝）、24日（月・振）　図書整理日:1日（土）、30日（日）
 イベント案内イベント案内       ☆おはなしたまごのおはなし会　16日（日）11:00～11:40（要申し込み） 

☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児とその家族の方） 
　17日（月） 10:30～（30分程度）（要申し込み）

＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は「いいよのじかん」です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　℡0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日      毎週木曜日、３日（月・祝）、23日（日・祝）、24日（月・振）　 

図書整理日：30日（日）
 イベント案内イベント案内       ☆おりがみでかざりづくり　15日（土）10:30～12:00（要申し込み） 

☆司書体験講座　29日（土） 10:30～11:30（要申し込み） 
　子ども向けの、図書館の仕事を体験するイベントです。 市立図書館

ホームページ
市立図書館
Facebook
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人　口･･ 33,943人（－15人）

世帯数･･ 13,554世帯（±0世帯）
令和７年10月１日現在（先月比）

女　性･･ 17,485人（－9人）

男　性･･ 16,458人（－6人）
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　松笠ご縁の館市　
 と　き  11月16日（日）10:00～15:00
 ところ  松笠交流センター
 内　容  ステージイベント
　　　　○掛合太鼓ジュニア演奏　○霜

しもつき

月軒
のきした

下余芸大会

会場内では松笠そばをはじめとした「やってみたい」とい
う方々の出店、フリーマーケット、新鮮野菜の販売、龍頭
が滝のフォトコンテスト作品展示、地域の皆さんの作品展
示などがあります。ぜひお越しください。

【問】松笠交流センター　℡0854-62-0411

　うんなんヒューマンライツフェスタ2025　
 と　き  12月６日（土）14:00～16:10
 ところ  三刀屋交流センター　　　 参加料  無料
 内　容  三刀屋高校JRC部発表、「少年の主張」発表、

須
す だ

田英
ひで

典
のり

さん（P
ピ ー ス

IECE o
オブ

f P
ピ ー ス

EACE 島根教師の会 代表世話人）講演会

【問】人権センター　℡0854-42-1767

　第19回 雲南市民歳末余芸大会　
 と　き  12月７日（日）13:00開演（12:00開場）
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
 入場料  前売1,000円、当日1,200円　※中学生以下無料

　　【問】雲南市民歳末余芸大会実行委員会事務局
（雲南市社会福祉協議会内）℡0854-45-9888

　　地域地域のの祭り祭り　　
第34回第34回

一宮ふるさと祭り一宮ふるさと祭り　

 と　き  11月９日（日）9:30～14:00
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
 内　容  作品展示、いちみや食堂、
福祉バザー、芸能発表、駅伝競走など

【問】一宮ふるさと祭り実行委員会
　　　（一宮交流センター内）

℡0854-45-2544

第22回 第22回 
雲見の里ふるさとまつり雲見の里ふるさとまつり　

 と　き  11月９日（日）10:00～13:30
 ところ  旧飯石小学校体育館
 内　容  ステージイベント（中野子ども神楽、
三刀屋中学校吹奏楽部、スリーピース）、
ふれあいうまいもん市場、大抽選会など

【問】雲見の里ふるさとまつり実行委員会
 　（飯石交流センター内）℡0854-45-4224

中野地区中野地区
収穫感謝フェスタ2025収穫感謝フェスタ2025　

 と　き  11月16日（日）10:00～14:00
 ところ  旧中野小学校
 内　容  地域の農産物の展示・販売、
総合文化展、ステージイベント（三
刀屋高校吹奏楽部、中野神楽）、特
設うまいもんコーナー、大抽選会（ビ
ンゴゲーム）など

【問】中野地区収穫感謝フェスタ実行委員会
 　（中野交流センター内）℡0854-45-2795

◀

　第３回 雲南市歴史文化講座　
斐伊川流域には、数多くの縄文時代遺跡が存在します。そ
の一つ、木次町の万

まん

場
ば

Ⅰ
いち

遺跡では、鮮やかな赤色の水銀朱
で描かれた東北由来の文様を持つ土器が出土しました。最
新の分析手法で水銀朱を分析したところ、近畿や四国など
の他地域で採取された朱であることが判明し、さまざまな
地域とのつながりが明らかになりました。今回の講座では、
新たな視点から斐伊川流域の縄文文化を読み解きます。

 と　き  11月８日（土）14:00～16:00

 ところ  大東地域交流センター

 演　題  「新視点から読み解く斐伊川流域の縄文文化」

 講　師  幡
はたなか

中 光
こう

輔
すけ

さん（出雲市文化財課主任）

 参加費  無料（参加申し込み不要）

 【問】文化財課　℡0854-40-1075

　文化講演会　
 と　き  11月15日（土）14:00～15:30（13:00開場）
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 演　題  「舞台裏から見た政治・経済

　～日本再生のために何が必要か～」

 講　師  須
す だ

田 慎
しん

一
いちろう

郎さん（経済ジャーナリスト）

 聴講料  無料
 申し込み  事前申し込みが必要です。
　　　　　下記問い合わせ先にご連絡ください。
 申込期限  11月７日（金）

 【問】公益社団法人雲南法人会　℡0854-45-0212


